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まれた秋田県には主我々の

があります。地中に刻ま

が営々と築

もそ

の一つでありま

る餌釣遺跡の

に係り百

となり

この 、も

、ち

され主翼釣遺跡は古くからノ人々の生活の舞台であったこ」ミ

又中世にあっては百館として利用されたことが明らかになりま

し''-0

はミこれらの成果をまとめたものであり五地域史解明と

文化慰に対する理解を深めていただく J 助となれば幸い

に吉本長!考査及び報告書作成に!祭し~調協力レただきまし

、も

市 び に対し深く感謝の意を表しまフ 0
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第 1節発掘調査に歪るまで

1章 はじめ に

第 1節発掘調査に至るまで

国道103号道路改良事業(通称、大館講バイパス)は、大館市内の笠通混雑の緩和を自指い

昭和田年より国の補助事業として、秋田県土木部によって進められている。大館市山館から片

山(根下戸)を結ぶ延長7，677mの計厩路線内には、教育庁文化課及び秋田県埋蔵文イヒ財セン

上ノ山 Iターによる分布調査、範囲確認調査の結果、南から上ノ山II

山王岱遺跡、上野遺跡、

教育庁文化諜は、

/台遺跡の 7遺跡が存在することが明らかとなっている。

る県土木部道路課との協議の結果、 「範盟議認調査の結果、

保存の必要なものについては発掘調査を実施すべき」ことを回答した。

これを受けて、秋田県埋蔵文化財センターは、昭和62年に上ノ山 I遺跡、上ノ山口遺跡、山

王岱遺跡の発掘調査を実施し、昭和63年に調査報告書、概報を刊行している。

昭和63年、道路改良事業の計画変更が、拡幅という形で示され、昭和62年に諮査した 3遺i跡

についても追加調査の必要が生じることとなったむこれにより、平成光年に用地買収の終了し

ている上ノ山II遺跡とLU王岱遺跡の第2次調査が実施された。

2年、上ノ山 I遺跡第2次調査と餌釣遺跡の調査が実施されることになった。

第 2節諸査の組織と構成

所

識

調

地

期間

百 的

調査面

調

調 当

総務担当

大館市餌釣字館27外

平成 2 年 6 月 4 日 ~8 月 31 日

国道103号道路改良事業に係る事前調査

3，100m2 

2，610m2 

i嬰田 隆(秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主査)

小畑 巌(秋田県埋蔵文化財センタ

和泉 昭一(秋田県埋蔵文化財セ γター非常勤職員)

小山内 透(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

E日 (秋田県埋蔵文北財センタ
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第 1節遺跡の立地

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の立地(第 l

遺跡の所在する大館市は、秋田県の北東部に位置しも北は青森県と境を接する。大館市街か

ら国道103号線を南下し、上)11沿公民館のあたりから南東方向を望むと、広々とした水田と山

地が接するあたりに餌釣の集落が見える。集落の中を南北に道路が通っているが、これは大館

ら餌釣、 rlr館を経由して比内町に至る!日街道である。この!日街道に臨むように、

iJlfjuJ地から舌:伎の台地が張り出している。遺跡は、この台地上に立地する。

遺跡の標高は75~~81m、餌釣集落との比高差は、1l~J17mで、ある。

第 2節 自然的環境

大館市史によると、鎮釣遺跡の所在する大館市の地形は、大館盆地とそれをとりまく山地に

分けられる。大館盆地は、奥羽山脈に平行してそれより低く走る出羽山地の北部に形成された

断層による陥没盆地である。盆地をとりまく山地は、北西側に白神山地、東側に高森山地、南

西閣には摩当山地があるの

また、盆地内には大小の河川が流入している。米代)11は、岩手県二戸郡安代町中岳を水掠と

し、鹿角市を経て市内に入り、市の南部を古流し、出現山地を黄き能代市に歪り呂

白神山地に源を発する下内)[1は、南流して盆地に入り、長木)[1に合流する。長木}IIは、

地に源を発し、盆地のほぼ中央部を西流し、市街地西部で米代)11に合流する。

これらの河川により、 5つの湾岸段丘が形成されてし必。第 1段丘から第 3段丘は、

ず

令 。

されたものである。この段丘の分類は、

3段丘、それに第4、第 5

込
Uる

一
同

ト

品

、
でド

し同1
L
 

1
7
4
 

引ぞれ

4 

のであり、地形的に

していることが多い。第 1段丘は、最も古い段丘で、かなり起伏に富んでいる心

、l00ln前後で、ある。第 2段丘、第 3段丘は、盆地内で最も広く分布し、

mである。第 4 段丘、第 5 段丘は、;標高50~90mで、現河床との比高はら.~ mであるの第 2

3段丘はも少しくらいの洪水でも浸水の心配がないため、吉くから生活の場となって

おり、 くもこの段丘の突端に築かれている。餌釣遺跡もこのO"IJにも

された第 3段丘上に立地してし、る。

.. 
J 



第2章

3節 2 1 

餌釣遺跡では、

及

ル〕 されているため、 ;.- ;.-

'-'-

ついて、概観してみたい。

としては、塚の下遺跡 (21)、池内A遺跡 (33)、横沢遺跡 (52)

ある。この時期の土器様相については解明されたければならない点が多く、遺跡の営まれた年

いては、降下火山灰がひとつの鍵となっている。 より

ししも時期の 9

)-

されているロそして、

12C _tJ、鋒としている。 らは、底部に小砂利を

ふみF

A 

¥._ー

をなして堆積している。これは、大湯浮石降下首こ竪穴住居跡が

され、埋没が始まってから大湯浮石が 2次的に流入したものと

7軒の竪穴住屠跡が検出され、 SI05竪穴住居跡より新しし

内からは、朝鮮半島台頭山起、源の降下火山灰し、わゆる苫小牧

を10C前半と位置付け、苫小牧火山灰はそれよりもあまり年数を経ずして

降下したものとしても SI05竪穴住居跡出土土器群の年代を10C前半以前としている。

中世の遺跡では、館跡を調査したものがほとんどである。真舘 (91)で;v;1:、 5軒の竪穴住居

跡が検出され、そのうち 2軒が突出出入口を有する心片山舘コ遺跡 (28)は、台地のほ

る空堀によって北と南に分けられた連郭式舘で、南の郭では三重の土患と学堀、 s
jとの郭では、据立柱建物跡 2i諌が検出された。餌:釣遺跡から北西に約O.5km離れ

た山王岱遺跡(4 )では、空堀 3条、火葬墓3基、井戸跡 1基、掘立柱建物跡柱穴多数が検出

された。この遺跡の西側には餌釣館が位置し、単郭の館とされているが、山王岱遺跡の調査に

よって、餌釣館の範囲がさらに広がることが明らかになった。

参考文献

大館市史編さん委員会

秋田県教育委員会

和54年)

第 1巻 1979年

秋田 1979 (s召

『味噌内地区農免農道整備事業に係る増蔵文化財発掘調査報

秋田県文化財調査報告書第169集 1988 (昭和63年)

1972 (昭和47年)

秋出県教育委員会 『片rLr館ユ 秋田県文イヒ財調査報告書第203集 1990 
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第 2章遺跡の立地と環境

お11と 周辺の遺跡一覧表

ZF号遺跡名 !時 代 番号遺跡名 l時 代

4 弓v3 ， ZZ釣 縄文 (tド)、平安、仁l'佼 47 下聖! 縄文(中後)
池内 II 1 :il!l ¥( (前(者) 4S 下型 il 総文 (sIj}

i野 49 煎ケ長筏班 、 iぬ)

UIJ 岱 縄縄縄中総女文1文文1十 平安 弓 E-F健 50 乏ケ長恨 W ~縄i縄縄文文文(((単弔前、後}

館釣館 51 横沢 ) 

h 1-ノ1111 1 $U1x (111ぬ)弥 521黄沢 縄文(平、中、?を)平安

7 I J/!L111 縄文{与L~!穐) ii 53 fdlノiR. 、ド安

日 1111こ合 平安 54 街内ε11袋 縄文(前)

り 木郷 iJ 総文 (H免) 55 1味R曾内 縄文{後}

10 大森 縄文(前) 11 56 味数続 殺i文 (fぬ)

11 1 I二ーぷ 縄文 57 大ii念日iJ 1 *1S文 (tjJ、後、 i漁)、平安斗11ft

12 1rz宮古橋桁野 総文 (iîíj 中)、弥*~ fヲZ 58 禁森 縄文(後)

11 ;釈芝迦谷地湖底 縄文(前~!従) I! 59 1 ;.f'、宮 縄文(晩)

14 ;;.i文(後) 11 60 1 11E締袋 平安

15 小雪j尺 総文{晩) !! 61 1i輪台 縄文 (1漁)

16 諏訪台八 縄文(中) 11 62 1i盈 縄文 (i漁)

17 小諏訪茂台内沢B 縄平文安 関知沢 縄文(晩)
1_~18 1 Mii.fffitl B 1 'JL~ 11 64 締越 平安~

1 19 大茂内 縄文(晩) I1 65 小堤

20 諏訪台 fJ 縄文けを~晩)、必再生、平安 ! 66 長IAJiR 縄文(言ij)

21 主主の下 縄文{後)、平安 67 中野合i会

22iJt内 縄文(前) 11 68 七ツ館

23 絵木 縄文(前¥ I1 69 福 館

25 怒治径数日 認文{後} 71 女日銭

I 26 沼館 塑主{後) 11 n 1松沼型本館型両空舘
1 27 赤石沢 認文(;:t~娩 i 11 73 

28 片山鯨コ 弥生"，lf-安、 '1:'5f 74 

29 餅回霞布添 縄文 (}Fi) 11 75 w館

20 芋長援銀i山R公図 縄文 (iiす. 't) 11 76 大館i成
31 縄文(晩) 11 77 土飛1I1館

32 萩の合 縄文(中) 11 78 小銭花館

33 1鹿内A 平安 79 511買1館崎意書
34~J.4立 総文(挽) 80 

:l5 兎沢 縄文 81 新問書官

36 1 と毛袋 縄文 (1h、後) 王子安 1 82 大披館

I il7 桜鮫 縄文(中 j 83[| 杉太子沢館内館

:沼 市HI 平安 U 81 

本道主義 終i文 (dij、中} 開示itff館

[ 40 野沢袋D 平縄文安 86 本宮舘

41 中山 87 八木橋減

42 野沢袋C 認文(平、 所i) 11 83 l一[答谷館地一城中館一
43 冷水ih浪 E 縄文(掠) 89 

44 冷水山後 i 銭文(日'J 中) 190 長岡

45 野沢袋A 縄文{中、 後) 11 91 実大費滝宮古館

46 野沢袋日 縄文、乎安 92 

(平成 2年)

款問県教育委員会 「山

掘調査概報』 秋田県

ら

ハイパス建設卒業に係る埋蔵文化出

1988 (昭和前年)
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第 3章発描調査の概要

第4臨遺跡路盟
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第 2節調査の方法

2節 調苓 :の

1. 

る北秋 した杭封0.95~98のうち、 No.96杭と No.97杭

とした。次に、到0.96杭を原点として、 と るラインを

。 る ら、 に4mx4mの方自良(グ!)ッ キ
}

つくるよう したりグリソド呼称は、 2桁のアラビ

うこ土1:し、南北方向に 2桁のアラピ

と2 アノレブア fくット

l，-r 0 
れc.，
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したこと円

されなかったことがわかっ主?こ、

ていた。このため、縄文及び平安時代の集落

るにつれ、明Jγ品油仙口十I斗出

地山面での遺構の検出 fこ。

し されたので、

との新!日 しながら、 ることと LtこG

としたが、掘立柱建物跡柱穴についてされる

t工三 して 1番から た、し

とカマドについ とL、それ以外の透壊について

とした。 レベノ~手記録した。

月4日、 g

のかたづけ

つ "-1及、 見加i宵!ム 1"'1V'----同Xoししてい

られるむかもしか 1頭出没する。 5月

する。 5月 5日吉 {の
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U
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口
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f
れ
V

、.
日 とするプレハブ し、

周臨の地形と

ることとする。また、

うの

り上がり されたた

あるこょう、

とが判明 に
札j 月比日へ25日まで、 l号、 2

ι1 
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第 3主主 発掘調査の概要

う。そ 小川純夫氏

る。 6月25日から

ら ついて多

く

8月28日、調査区南西隅と 1号積石塚北側に方形のプラン

7月 2日、棲問、地遺跡調査のため転出し、

来跡。 7月3日、

る。

る。上)11沿公民館関口

う。 7月 5日、 50，-..._，S7ラインま

ほかし、

る。 7月 9日、多数検出さ

いることから、この柱穴の調査を優先させることとする。その際、

りょげ、平面図を{乍成することとした。 7月訪日、 S1 

まで番号を付して、 212番ま

して

、

ソ

口H

B
T，ノ

ーよ

1

1
2
ム

J
'

一月

f

一一
γz一f4

地山上詰ま

ドに検出し

構の存在が予想さ

l¥1D51グリッドで検出された SN

7月13呂、

されていた平安時代の竪穴住居跡のカ

マドであることが判明し、 S137とする。 S137からはョ炭化物三

と認められた。

7月16呂、和泉転出のため、小山内調査に合流o lvIG50 = 51グリッドにおし、て、埋め戻され

し、 S138とする。 7月19呂、昨夕来からの豪雨が午前まで残ったため、

られ、

る。土抗;、竪穴住罷跡等の断福留作成を行うむ 7月25呂、 S

る。この遺構ほ、 2mほどの露状の平面形を皇し、一端にJ揮出しゃ設ける。

7月26日、 63ライン以北についーて、

堀を検出する。柱穴の総数は、

S 37竪穴住居跡の焼土、

跡。

居跡は、

3月 1Bミ S

のぼった。 7月30日、 令。

ターン等につい

しているようである。

り込みがなくミ

であるため、

る。 8月 2B， IVIlJ57グリッド付近で検出した S1 

も埋め戻された遺捕で、ある。暑さ最高点に達する。 8月3日、 S

に並んだうえに中央部に 1

が、北東隅に付設されている。 8月10日、

う。 12，-..._，19臼まで のためも

のベルトを除去し、

した後シート幸子被覆し、 しな

ハけ
V

4
5
2

・4



第3節調査経過

いようにした。 8月20日、午前は雨が激しかったので遺物の水洗いを行い、午後から

る。 8月21臼、掘立柱建物跡柱穴900番台の平面図作成を行う。 8月22日、

大学高島助教授が来跡され、掘立柱建物跡について御教示を受ける。調査註北端で、埋められ

た平安時代の竪穴住居跡を検出する。 8月27日、調査区の地形測震を開始。 8月29日、 S144、

73各竪穴住居跡カマド う。 8月30日、地形測量完了。 8月31日、中谷雅昭文化課長、

る。
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第4章調査の記録

4 の
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.図、図版 3

~v1G50 • 51グリッ

、‘め

し

た
のび立ちよがりが明らかでなかっ

したところ

しミ掘り

下げたとこ e バ

。
た'れ

ι告がである。

あったが、 れていたことから冷

し G工も 、 静市

られなかった。

よりも新しし られたものの、

もの れなかった。

してい ムJ 

れハ

h 
-aJ 

がIi¥ゴこした。

してし三る。

入るくらいの大きさでち

らの出ことである。 2はも

り面がみられる。また、アスブアノ川、

いやすかったためか、

カカ られる。



第 l節検出遺構と出 土遺物

com.()∞
川
口

ロ
ムJ

υ) 

地床炉

E 
目立80.0uOm工

住居跡土層注記

暗掲色(lOYR3/3) 大湯浮石、炭化物。黒掲色 (lOy~叉3/2) 地山粒、軽石粒、炭化物、穣。 3 臨褐色

(10YR3/3) 地山粒、地は!ブロッ夕、炭化物、磯，、 • ff部品色 (lOYR3/心 地山粒、焼士粒、炭化物。にぶ¥，、

葉褐色(lOYR4/3) 地L[I粒、炭北物。 ふにぶい黄梅色(lOY};.4/3) 5層より炭化物の混入少なL、。 7. 潟色 (10

地山粒、地山ブロック。ボソボソしている。 8. 黒褐色 (10YR3/2) 地山粒、地山ブロック、軽石粒。

炉跡土層注記

掲在 (7 ミ4/4) 炭化物、池山プロソ夕、様。若干赤変。 10. 赤鴇色 (2.5YR4/6) 焼土、炭化物。 11.鴇

色(lOYR4/6) 炭北物、焼土粒。若干赤変。 12. 赤褐色 (2.5YR4/8) 焼土層。 13.掲色(lOYR4/6) 焼土粒、地

!-LJブロック。



第4章調査の記長量
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8 e 9図、図版4eお)

MH引@也、 IvII61 62グ 1)ッドIII層上面で検出した。検出面の土の乾燥の

叶人周囲に較べて{尽く、円形に近い平面形が確認された。南東側壁の一部は、 SD62に

よって失われている。

[平面形と規模] 南北方向に長事告をも 長斡360cm、短軸297cmで、ある。

8.46併で、ある。

多く含む地山を掘り込んで床としている。そのため、ゴツゴツした礁がむ
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言顕 57 

き出したままになっている。

地山中に換えが含まれているため、

第 1節検出遺構と出土遺物

.2cmで、ある。

(Pj""'___' 。

B 

取

している。このような状

おし、況は、

よがりはミ されなかった。

お
水糸レヘル討l_OOOrn

18~30cm (p Pけも 50

からの深さである。埋土は、

に5

~58cm (Pj)である。 され

きなかったが、地山粒、地山ブロッケ、

検出されなかった。

多く A
L
リ また、つ、J

している。

ほ した。この

ら約10cm浮い

2点、土



第 4主主 調査の記録
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§愚 53i57

Ltこが、その他.は図化できたかったら 3 は、地文のみで、

52主、 ζ
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十を荷IJり取ってし、る られる。
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住居跡土}欝注記
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t_." 7ニ、
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ナデられ、やミ上げ底となっている。

1 .褐色(lOYR<1/4)地山粒、弾。 2.暗掲邑(iOYR3/心地111半立、様、炭化物。粘性若干あり。 3. にぶい黄梅

色 (lOYR4/3)地i1it立、磯。
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第 1節検出遺構と出土遺物

10は、土器片を したものである。

以

h
J
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τ
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に
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M一円。。
間
関

2. 

8 うちミ

わからなかったもので

プラソがつかみにくく、難航した。ある。

( 1 ) 

S I 3 4 図版 56.

MC出場町、 MD56 57グリッド地山面で検出した。

されなかっ fここと。ますこ、 ¥七三『

周囲と

し、

524cm、
o
 

h

れい 23.9併である。

[!床面]

れる。

または少し浮いた状況で、焼土が部分的に見ら

られなかった。

らほぼ需産に立ち上がり、

られなかった。

が35~39cm、その地が27~

33cmで、ある。
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第4主主 調査の記録
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第 1節検出遺構と出土遺物
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第4主主 調査の記録

50cm 
l(1;20) 

と立

!I 

Cコ

入 目立SO.OOOm.JL 

マ

住居跡4偶と主軸方向

に付した数字は、床面から

ょくしまっている。

る壁際中央部付近 8 した。それぞれ

さを表すo 4隅にある

SKPは、中世の掘立柱建物跡柱穴である。

らやや西側に寄ったところに 1 ヲ--c 1 さらに

ハ
りつム



第 1節検出遺構と出土遺物

水糸レベ!~~ 80.2001η 

81 34 

カマド右協に 1基、合計 3基検出され、それぞれ貯蔵穴A (以下単にAとする)、貯蔵穴B

にBとする)、貯蔵穴c(以下単にCとする)とした。 Aは、東西方向に長軸を有す

る楕円形で、長軸100cm、短軸80cm、深さ63cmで、ある口西側に浅い掘り込みが伴い、深さ11.7

cmで、ある。 Bは、 60cmX 67cmの円形、深さ約20.9cmで、ある。 cは、 39cmX 50cm、深さ17.9cmで、

ある。

[カマド] りに付設されている。主軸方向は、竪穴住居跡主軸方向にほ

21 -



第4章調査の記録

14 

( 1 : 3 ) 1ucm 
13 

番 3 出土地点 器謹!成形 調整 汁喜一 色 調 Lii4勾旦面 絵土 焼成 法:鼠 cm
珂山口径器局底議|

S 134貯長穴AiJ土自I!dl苦杯 iロクロ
回転糸切り無調整 7，5Y H 6/31こぶい褐色 日]鼎--3説法大の 良|

7，5Y R 7/6燈色 砂粒多媛
-16，8 

12 S I34貯蔵穴A土日m器護 jドロク口
指オサエ、ナデケズリ→撞ナヂ 10YR 2/1黒色 司;;;再m---3判四S一J←¥:0)ζj  

ヘラナデ→横ナデ 10YR 2/1!黒色 砂粉少;滋
良

13 S 134貯蔵穴A土姉器主建 非ロクロ
指オサヱ→横ナデ→指オサ工、+ヂ→ケズ1) 10YR 8/3浅黄燈色 1 mm""""'2 mm大の
ヘラナデ→横ナデ 10YR 8/4浅業種色 砂粒少最

良

14 S I341lT滋穴A土師器主連 非ロクロ
指オサエ・ナデ→ケズリザ横ナデ( 部)7，5YR 7/4にぶい穣色 1 mm~3 mm大の

へラナデ→横ナデ 7，5YR8/4浅黄綬B 砂粒少畿
良 (18.1) 

15 ! S I 34カマド土姉器翠非ロクロ 指オサエ→ナデ→ケズリ 底面ケズリ 10YR 7/3にぷい策様色 2 盟醍 ~5 間大の
良

へラナデ→横ナデ 10Y R 7/6明策褐色 砂粒少鼠
27.4 24.2 6.6 

5国 SI34 1 ) 

日ソ一一}つJ
一



第 1節検出遺構と出土遺物

¥ 

20 

明I:::::! I .1. I 1.1. 1- I rlr 由 ~~ ~ 1:7).面 1 ~ O~ 1 ト面 1..， 1...__..1 
番号出土地点|宮懇|成形| 調 整 ト公さトi 色弱ト→士主~，治二l I焼成l
出干 J 山山川ド，= I ，0/ I 川面 I L.  r，"， I 1'9間 I '1<'口淫|器高i随

一一
日 亡 T')，i-i1→どい耐辺諸 I ナデ→ケズ 1)(丁寧でミガキlこ近い)IIOY};_8/3浅黄撞色 11開 --2mm大の Iq l')'){'!'"，，! 
16 IS134カマドは二郎援護 14炉問 i
........ ，，，...…一一一品 Iヘラナデ(口縁→体部) !lOYR7/3 にぷい錨色|砂粒多量 l~ 1 

17 IS淵蔵穴AI土締器翠 I?FQ;7QIケズ IJ I灯 R7/4 日空整~ 2mg-3mm::k:のl良 I1 -16.2 
|へラナデ 110YR 7/4 にぷい難色砂粒少量!~! ! ! 

18 I S I34貯献AI坤器護|非ロクロ己手リ 底面ケズリ !7.5YR引にぶい艶!2 ~m 大の|良 1 -1 1 
ーザヘラナデ 17.5YR7/4 にぷい援色 i 砂粒多量 I~ I I I 

19 I S I岬 AI土締器議 I~FQ;7ロ戸斗磨滅著しい !日間/31::..1，哨 1日 m大の|良 1-1-1 
り¥ラナデ， I = ~-~ ~ I N 4/6灰色 !砂粒多漫 I~ I I I 

20 1 S 1 34 1土師器蜜|非ロクロ|ケズリ→仲間 灰色 11u-3mac.の i良 1 1 -18.S 
lへラナデ 12.5Y 7/4浅黄色 |砂粒多量 i γ.U 

7関 8134 2) 

-23 



第4章鵡査の記録

している円

肉付けをしている。

ロク口→ケズリ (下部)

ロクロ→ヘラナデ(下部)

8U霊 34

く、袖の芯にし

並べ、

3) 

っているぐらいである。

にも 了一

'1') 
ι」ム」

としては、

ベルトにちょうどかかったため、 ら ザ伊、
F 

たO 東西の断面 (C D)から、

4 J曹は黒編色の自然堆積の土であるが、第 1

なす人為堆積で、ある口

り II層中であることがわかる。また、

3層の土は、地山粒を多く

[出土遺物] 11は、 Aの;埋土中位から下位にかけての出土である。底部の張りがやや強い。

12は、 Aの埋土下位から出土し 口 る。体部から口 にかけてはも



じ

/一一一一~
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第 1節検出遺構と出土遺物

24 

25 

ヰ)

もち、輪積み痕を残す。 14は、 Aの埋

られ、外面には細かいケズリ認整が加えられている。 15はミ

カマド黙焼部で、23の銭形土部器の下位から出土した。歪みの非常に丈きな土器でるる。 16~d:，

カマド燃焼部から煙道部にかけての埋土中位から出土した。底部の張りか強くも体部の張りも

9~霊

られる。口縁部は、 「く Jの字状に外反してし品。また、底部に木葉痕が認められる 0

17~20は、護の底部資料であるが、 19は16と似たような底部のっくりをしており、

められる。 18の接合状況をみると、 2点がAの埋土中位、 5点が住居跡床面から出土している。

このことは、本住岩跡が斑棄され、 Aの埋没中に18の一部が流入したことが推測される。 21は、

Aの埋土中位から下位にかけて出土しtc.o 小型の土師器警で、口縁部に最大径をもっo 22は、

r
J
 

円
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第4章調査の記録

須恵器警の底部に近い部分の破片である。 23は、ロクロ成形の鍋で、内外語の一部に煤が付着

している。 24• 25は、 Aの埋土中位からの出土である。 24はたたき石、 25は偏平に近い円礁で

アスフアルトの付着が認められる。

[住居跡の時期] 平安時代後半と られる。

住居跡土層注記

1.暗褐色 (lOYR3/3)地山粒、炭化物、軽石粒。粘性、しまりあり。 2.褐色 (lOYR4/6)瞭。粘性、しまりあり。

3. 陪掲色 (lOYR3/心地山粒、焼土粒、軽石粒、礁のしまりありの -1.黒褐色 (lOYR2/3)地山粒、焼土粒、炭化

物。粘性あり。 5. 褐色 (lOYR4/6)地山ブロッ夕、焼土粒、傑。粘性あり。 6. 褐色 (lOYR4/6)擦多量。 7.

陪掲色(lOYR3/4)焼土粒、炭化物少量。粘性強。 8.補色(lOYR4/4)焼土ブロック、際、軽石粒。しまり弱。 9

i清福生 (10YR3/4)焼土粒、炭化物多量。粘性、しまりあり。

カマド土}警注記

1. 掲色 (7.5YK4/4)炭化物徴童、地山粒多量。粘性弱ししまりなしの 2. 暗掲色 (7.5Y呪 3/4)焼土粒、炭化物、

地山粒。粘柱、しまりあり。 3. 暗掲色 (7.5YR3/4)焼土粒散量。粘性、しまりあり η 4. 暗褐色 (7.5YR3I3)焼

土少量、炭化物、地山粒。粘性、しまりあり。 5a. 鴇色 (7.5i"R4i3)赤変著しし粘性弱い。天井部崩落土。 5b.

掲色 (7.5YR4/3)焼土、黒鴇色土数量。天井部崩落土。 ふ黒福色 (7.5YR2/Z)炭化物、焼土粒。しまり強。 7.

黒褐色 (7.5YR3/2)炭化物、焼土粒。粘性、しまりあり o 8. 踏福色(lOYR3/3)炭化物、赤変著しい天井部のブロッ

ク多量。しまり強。 9. t品色 (10王宮4/4)軽石粒、地山粒、小礁の粘性、しまりありつ 10. 晴海色(lOYR3/3)炭化

物、焼土粒少量。粘性、しまりあ') 11.褐色 (lOYK4/心地山粒、軽石粒。粘性、しまりあり。 12.褐色 (7.5YK

4/4)焼土ブロック多量。粘性なし。 13.地山赤変部分。

S I 3 7竪穴住居跡(第20--.23図、間版 7~ 27 ~ 31 e 32) 

[検出位置] MD51グリッ

ることから、まわりを掘り下げたところ、本選需が検出された。

り方が不自然で島

と炭化材を伴う焼

心。

〔平面形@規模] ほぼ正方形に近いがミ南壁がやや長く少し歪んでいる。 東壁368

C問、南壁390cm，西2震355cm"~と壁359cmで、ある。面接は、 13.5m'で、ある。主軸方{立は、 N-960

-Eである。

[床面〕 標高は、 79.83'""-'79.93m。カマド焚き口周密と住居南西摺が低し住居南東隅が

も高い。熱を受けた痕跡が観察された。

震は、やや内湾、ぎみに立ち上がる。壁高は、東壁が20~22cm、南壁13.4----24.7

cr持、西壁13.7~17.7cm、北壁17.2-""'25cmで、ある。カマド部分と南震の一部を除いて、震溝が巡っ

ている。床面からの深さはも 2 嶋 9'""-'27.5cm、*高は18~42cmである。

[柱穴] 北東隅を除く各コーナーと北壁際に検出した。南東照の柱穴(士、権とし、うよりはミ

南壁に沿って内側に位費する。北東隅については、壁溝の深さが19.2cmとやや深いため、柱穴

の掘り込みが壁溝とほぼ同じであった可能性がある。

[カマド] 東盤中央から北寄りに付設されており、遺存状態、は悪い。付設するにあたって、

掘り込みは行わず、袖芯材に石を用いている。煙道部の傾斜角は、燃焼部からは比較的緩く推

移するが、煙り出し近くになってやや角度を増す。主軸方位は、 N-I03口-Eと住居主軸方位

p
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と若干のズレを生じる。

[埋土] 2層に分層された。火災消火のためもいずれも人為的に埋められたものである。

[出土遺物] 26は、カマド右側の床面近くから出土した。内面黒色処理がなされ、口縁部

の外反の度合いは少なし、o 27は、カマド燃焼部奥の埋土中から出土した。輪積み痕を一部に残

ヴ

i



鵠
品
一
冊

制
調
凶
附

δ
自
給

J

可
。

「
〈
」

2 

い
河
内
山
野
〈

宣子

「

Zコ

M
7
m
u
森
山
百
円
H
Y
ヰ
パ
お
d

お

が
o

N

∞b
H
d

「〕下
h
G

は
印
刷

~qf
国
昨
日

ur
円
程
u

常
時
晴
八

「
パ
で
か
o

罫

「
ぺ
で
か
。

t'0 
(，0 

宇十

0" 

「
パ
寸
ね
い
o

開
設
δ
山
m
J
N
U川

4
0
ω
O
F
H
J
 
法

λi 

~
い
「
パ
迫
「
J

m

)

計
汁
州
側

δ
同
開

山川

mdJ静
か
o

半
開
門
F
H
法
制

mu
州、円、制。

ω同一昨〆

ロ岡
野

「

4， 

心斗

制
。
ω
ω

わ
い
パ

』
い

3
E

ト十
「

恥
印
刷
。m

u
u
~
H
N
m
o
 

ベ~~~

、、
九 一

一ー崎町刷均椅司四時・h叩句"ー畑町ぬ町仇叩得a同._-_. 一一時笥ー句・・明陶争喝句切・ーーー似国ー・句"・ー制帽胸剖命働耐値司・・・h ・唱曲司嗣陶---凶-ー面倒砂川同_....-伊仰問問網"“慣例租ー欄箇喝蜘町周陶ー叩偽申

吋
沼

崎
.

同
期
寧
ハ
庁
調
除
問

一
温
灘
高
出
向

(
5
4
H
N
m
¥
仇
)
桂
一
〔
一
普
J

誌
に
一
リ
キ
ロ

vuyh刈
持
率
J

謂
出
詩
。
ぬ

揺
れ
「
常
〆
滞
汗
替
、
〕

u
u
d
一
ヘ
い
汁
捌
昨
問

M

-

部
菌
防
(
円
。
ペ
一
河
ω
¥
品
)
議
作
詩
J

W

出
へ
代
替
韓
剛
d

摘
出
詐
ゆ
い
附
o
詳
醇
汗
了
「
同
h
u
躍
。

ω
'

細
前
田
口
O
J
へ同
ω
¥
M
)

拘
削
詳
d

滞
什
詩
'

W
刈

R
S
o
部
一
昨
d

「
時
h叫
ん

神

v
h
u
o
?

担
叫
駒
田

(
H
O
J
円H
N
ω
¥
凶
)
札
口
吐
い
二
片
h
u
h
部
山
い
J

間
同
話
術
陣
。
山
山
田
陣
J

「九時
J

陥
vhuc
リ

ヰ
淵
一
山
甑
樹
作
。
十
宙
開
ニ
O
ペ
刷
出
品
¥
仇
)
詳
部
付
「
J

「
時

σ
山
除
。
出
準
時
一
一
凱
掛
川
庁
。
?
洞
窟
問

(
H
O
J
円
、
見
凶
¥
同
)
斑
詳
書
ゆ
紳
J

漏
比
い

詐
o
詳
富
山
0

一

知

関

3
2
5
¥同
)
更
け
謀
術
伸
二
部
什
詳
o
ア
部
、
部
険
(
三
回
ω
¥
ω
)

溶
比
デ
謀
。
出
砕
劉
J

「
ピ
協
。

∞z

蕗
詰
問
(
吋
・
日
記
ω
¥
ι
)

一溜ハ庁け刊ロ
d
v
h
v

守
神
o
詳
降
対
「
J

「
時
守
山
除
。
む
・
蔀
険
(
吋
ふ
J

へ列品
¥
ω
)

謂
剖
詐
d

議
h
r
常
d

海
詩
書

、
陣
。
詳
一
同
盟
。

H
O
“
部
蔀
問
(
吋
同
定
一
刻
ω
¥
品
)
籍
。
「
同
町
)
露
。

閤

一hw.判

締
高
砂

(
H
C
J
円
河
川
¥
日
)
陸
一
」
一
博
d

詩
円
[
一
叫
司

-
N∞
 

、，~



A 

3i37 

第 1節検出遺構と出土遺物

~
J
 

R
U
 

水糸レ f くI!-- 80.200m 

マ

S I 4 2 毒事穴住居跡(第24~28菌、図版 8 28 32 

[検出位置] Iv1F55 56、MG55 56グリッド地山面で、中世の掘立柱建物跡柱穴を調査

したところ、柱穴の掘り方が不明瞭であったことから、まわりを掘り下げたところ、本住居跡

しており、それらより本住居跡が古い。

もつO

さ SK09， SK35， SNIOと

め短
ト
3
仇 N している。蛮讃は、 15=0所。

-1210 Eで忘る。

[床酷] 床面の標高は、 79 畠 98~80.18mで、カマド両脇が高く、西隅がやや低い。全体に

出凸が認められる。カマド燃焼部から北西壁際にかけて、貼床が施されている。

〔壁 a 壁溝] 南隅の壁は、きれいなコーナーを描かなし、。これは、床面から約25cm上がっ

て段をもつような掘り込みがあるためである。この段には、深さ21.9cmのピットが掘られてい

る。壁高は、南西壁と北西壁側で;32~36cm、南東壁と北東壁で;39~55cmで、ある。壁溝は、

-29 



第4章調査の記録

番号 出土地点 器種

26 S 1 37 土締器杯

27 S137カマド ニt姉器墾

28 S 1 37 土宮市器婆

29 S 1 37 土師器護

30 S 137カマド 土師器懇

31 S 1 37 土(日小市器型)蜜

番号 山土位置 長さ m

32 S 1 37 (7.3) 

成形

ø~ロクロ

非ロクロ

調

I i ')ウ

“' 

31 

整

ケズリ→ミガキ 底在日ケズリ

ミガキ 黒色処理

市喜一

指オサエ・ナデ→ケズリ→ナデ・カキ包(ー調。

ヘラナデ b績ナァ

;Jfロクロ iナデ→ケズリ→讃ナデf庭面丁寧なナデ〕

ヘラナデ→横ナデ

非ロクロ
ケズリ→ナァ 底回ナァ

ケカキズ邑リ→底へ面ラナデ

非ロクロ
ケズリ

ヘラナデ

非ロクロ 指オサエ→ケズワ→ナデ(指)

ヘラナデ→横ナデ

幅 m 厚さ m 重量日 石質

5.1 3.3 145.1 凝灰岩

第23園出 37

-:30 

32 

色調弓吾 給土 焼成 口径話事量言C1震m径

7.5YR 8/4浅黄澄色 0砂5耳目校~1耳多盟大量の 良 13.6 39 (7.3) 
7.5YR 1.7/[黒色

7.5YR 7/6澄色 2mm~3 岡大の
良

7.5YR 7/6鐙包 砂粒少最

10YR 8/3浅黄設色 砂1器提~粒3制多大量の 良 k附 (25.0) i.u 

2.5Y 7/3 高浅夜黄色
10Y R 5/1 色 1 盟掴~3mm大の

良一 7.7 
2.5Y 8/2灰白色 砂粒多量
5 YR 6/4にぷい援色 2 mm~5 mm大の

良 7.6 
7.5YR 7/4にぷい穣色 砂粒多最

5 YR 7/4 にぷいE濯燈芭色 1 耳目~3mm大の
良 11.8 

7.5YR 7/3にぷL 砂粒少量
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第4章調査の記録

需量

寵窃

雪量 番 塾

A 
40 

宅昼

37 

要量

雪量

曜量

号畢

曜聖

書量

曲 重量

毒事書語 暗

器量

著書

要量

軍事

36 

電量

§ 

宅量

著書

A 目立RO.ROOrn B 

m
 (1 : (10) 

81ヰ2

さ160cmvこわたって認められる。紹12-.......20crn、深さ1.4-.._..9. 5crnで、ある

西、北の各コーナーに主柱穴が認められるが、東隅には検出されなかったっ

貯蔵穴かどうか不明であるが、住居東隅に不整円形のプランを検出した。大き

さが61x 68cm、深さ 18~30cmで、ある。

[カマド]

われており、

南東壁中央からやや南に寄った位置に検出した。上部は、 SK35によっ

った。燃焼部にあたる部分を一度掘り、褐邑土を貼ってから

-32-
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。1 I QI 

B 

B 

、、、

¥ 
重量

毒事

第26翻 S! 42竪穴住窟跡カマド襲灘間

に石を使って構築している。縦断面の 4層の右隣に突起状の盛り上がりがあるが、これは地山

プロックからなり、支群pとして使われた可能性がある。主軸方{立は、注居主軸方位とほぼ同じ

ブ
ハ
Uあで

[J塁土] 5)膏 された。 1• 2震は、人為堆積である。

33は、カマド埋土中から出土した翠の口縁から体部にかけての資料である。

口縁部に最大径を有し、輪積み痕を明瞭に残す。 34は、住居跡埋土上位から出土したもので、

口縁部の外反は弱く、体部に最大窪を有する。外部に煤が付着している。 35'"'-'37は、底部に砂

粒を付著させたいわゆる「砂底jの土師器である。底部全酉に砂粒が付着している。 38は、

住居跡の貼床から出土した破片と本住居跡から西に約 9m離れたSKP222とし

33 

七、



第4章調査の記録

こゴ35

4 

( 1 

34 

番号 出土地点 器種 成形 認 主主 ~内L 醤部 色諮問喜一 胎土 焼成
j法王量 cm

口径器局底径

33 S I42カマド 土締器蜜 非日夕日
指オサエ→ケズリ→横ナデ 7.5Y R 7/4にぷい澄色 2糊~3 胴大の

ヘラナデ→横ナデ 7.5YR 7/4 tこぶい樫色 砂校多量
良

34 S I 42 土師器懇 I~~ロクロ 準ナデ、ケズ 1) 5YR7/4'こぶい鐙色 2m耳-3mm大の

ヘラナデ→横ナデ 7.5Y R 5/3にぶい褐色 砂校少量
良

35 S 1 42 土部器翠 J~ロクロ
ケズリ 2.5Y 8/3淡黄色 2 iJiEi 大の

ヘラナデ lOY R 8/3浅黄櫨色 砂粒少量

36 S 1 42 土日市器翠非ロクロ ケズリ
5YR6/.'4fこぶい綾琵 1 置酷 ~2m露大の

(6.6) 

S T 42 土師 6~ I~~口 ヘケ、ズララナナリデデー丁丁カ寧寧キ〕) 目→ヘラヲ ヂ

10YR 7/3にぷい澄忽 砂絞多 m
灰J五色色

2草壁-3軍軍大の
良 0.1 

砂詮少 i芸

8142 7〉

ら出土した破片が接合したものである。比較的大型のわりに器厚は薄し口縁部の屈曲は強い。

39は、住居跡埋土上位で出土 Ltこ「砂底jの土師器である。底部全面に砂粒が付差している 0

40は、拳大の円礁の側面を打ち欠いたものである。

[住屠跡の時期] 平安時代後半と考えられる。

-34-
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/ I ¥行 ///ー 40 

三民

10cm 

住居跡土}警注記

1.暗褐色 (lOYR3/3)軽石粒多量。粘性あり、しまり強。 2.褐色 (lOYR4/4)軽石粒、焼土粒徴量、炭化物、磯

徴量。しまり強。 3.暗掲色(lOYR3!4)軽石粒多量、炭化物少量、穣少量。粘性、しまりあり o 4.褐色 (lO'r'R4/6)
軽石粒、焼土粒、炭化物少量。粘性あり、しまり強。 5.褐色(lOYR4/6)炭化物、礁、焼土粒徴量。しまり強。貼床土。

つ「一一 .);_i



第4章調査の記録

カマド土層注記

1.褐色 (7.5YR4/3)軽石粒、焼土粒。粘性なし、しまりあり。 2.褐色 (7.5YR4/3)地山ブロック多量、炭化物、

焼土粒。粘性若干あり。 3.暗掲色 (7.5YR3/4)炭化物、競土粒、軽石粒。粘性あり。 4.暗掲色 (7.5YR3/4)焼

土粒少量。しまり強。 5.掲色 (7.5YR4/3)炭化物、軽石粒少量。しまり強。

S 144 .91 .92竪穴住居跡

出位置] LT62 • 63、MA61'"'--'64 、 MB61~句、 MC63 グリッド地山商で検出した。プ

ラン確認時には、埋土が黒掲色である S144が 1軒しか認められなかった。 S1 4 4の調査

を進めたところ、 S1 4 4をつくるにあたって、それよりも古い時期の S1 9 1を埋めている

ことが明らかになった。また、カマドの火床面と推定される赤変部が更に検出され、もう 1軒

あったことが判明した (3192)。なお、この 3軒の竪穴住居跡に加えて、更

に合計6基の土坑が、重複している (SK 8 2、 83，85----88)。その前後関係は、竪穴

住居跡が S1 9 2、91、44のJ[即こ新しくなる口 SK83.85.87.88は、 S1 9 1 

と向時期の土坑と考えられる。 SK82 会 86は、最も新しL、。

S 1 4 4 (第29~35~君、図版 9 • 10 • 27~29 • 34~36) 

[平面形壱規模] 北翠650cm、東壁594cm、南壁608cm、西壁619cmの方形である〈北壁を除

いて推定{痕)。推定面積は、 39所。主軸方位は、 N-1090 
五である。

[J床面〕 凹凸が全体にみられる。北西側を掘りすぎてしまったが、その土からも遺物が出

土しているところをみると、貼床が施されていたものと推測される。

[壁 e 壁溝] 掘りすぎのためJヒ壁と西壁の一部しか明らかにできなかった。壁高はち11.4

....___，18.7cm。壁蒋は、検問Iされなかった。

[柱穴〕 住居各コーナ一、北と東の壁際の中央付近に検出された (Pj--P7， P2S) 。北東

隅の柱穴は、カマドとの位置関係から北壁に沿ってやや内側に位置している。

[カマド] 住居北東偶に近い東壁に付設されている。石を芯材にして、地山土を主体にし

た構築土を用いている。カマド中軸線から左に寄った火床上に支病]を検出し /.::..0:地山土を柱状

にした上に土部器肇底部を 2つ重ねて、支持としている。!煙道部のi傾斜は、緩やかである。主

軸方f立は、生居主軸方f立とほぼ同じである。

〔埋土] 東西方向の土層断面 (C-D) から、第II層中から本住居跡が揺られていること

がわかる。 8~13の土)曹は、 S 1 4 4をつくるにあたり、 S1 9 1を埋め戻した土で、ある。

[出土遺物] 41は、理士下位から出土した土師器芥で、底部からやや内j脅しながら立ち上

がり、口縁部は緩く外反する。底部の切り離しは、不明である。 42は、本遺構員占床出土破片と

S K 8 71出土破片、 MA64グリッド出土破片が接合したものである。 43は、須恵器査の体部破

片である。本遺構貼床出土破片と S1 9 1埋土出土破片が接合したものである。 44は、

-3G-
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A 

e 寵潟品
Fe .， e e 

@ 
@ 0 -44 

電量 。令

事毛参

電る § 

電量§ 
窃 e 

宅診

ム¥57@ § 
e 

竜き

56.58 
電量

号己§ ω / 

@ 
§ 

EI 

d診

@ @ 
@ @ 

@ @ 

@ 
§ 

45 41 

S 44.問。 92

い
h
i

μ

グに
u

p
h
U
 

〔い
UM

 

P

。
G
 

F
Z
E
A
 

古ルシ」

( 

ζコ

f、、
ば3

。
叩
け
れ

したものである。 M:G61グリッド

と メートノ人 ]¥1G65グリッ!ごとは25mぐらい離れている。 45は、

とSK85

リッドとは、

さらにIvlA63， IぜF58グリッド

いる o 46は、カマド内 r寸

/~ 0 μ  

したものである。 fyIF58グ

くふくらむものと される o 47は、カマド燃焼部から出土したもので、体部

られる。査みの大きい土器である。 48~50は、にかけて、

である o 48は、 SI 9 1 とSK85 49は、カマ

39 -

ら口

として



第 4章調査の記録

されたものと推測される。 50は、カマド支脚と L

している o は、 50のカマド支脚の下 とし

されたもので、

たものである。 56~58は、

ある。

と考えられる。

住居跡土層誌記

1.黒出色(lOYR3/2)表土。 2.黒沼邑 (lOYR2/2)地山粒、地山ブロック、礁。 3.溺色(lOYR4/4)炭化物、

焼 土 粒、軽石粒。耐i色 (lOYR4/4)焼土粒、炭化物、軽石粒。 5.晴樹色(lOYR3/4)焼土粒、炭化物、棟。

6.寅福色 (lOYRS/6)瞭門 7.黒福生 (lOYR3/引炭化物、焼士ブロヴクっ

カマ F土居。j主記

1.暗褐色(lOYR3/4)地山粒、穣少量υ 粘性あり。 2.黒褐色(lOYR2/3)地w粒、炭化物、焼土ブロァク。粘性

あり。 3 にふ入、褐色 (7.SYRS/心地山粒、焼二!こブロ y ク、炭化物。粘性強。 4. 明赤褐色 (25Y1日/8)焼土粒多

量、焼土ブロァク、 i機内 ~I~i生あり 0 5.掲色(10YR4/6)土色111粒多量、地IJIブロ y 人操、炭化物少量。粘性な

6.賠褐色(lOYl¥J/3):路上フロ y 夕、池山粒、炭化物。 i. 福色 UOYH.4/4)焼土位、;疑土フ iコック、炭化物少量o

fl~ t-生あり。 8. 議出色 (lOYR3/2) 地山粒、焼土粒、礁の粘性あり。 9. 砂J赤溺色 (2.5YR5/8) 被熱赤変部。

司

E
S品。叫d

v
i
i
 

nδ 

ある。

s 30 ヘ図、図版 2

Vふ、

N -1l9
0

-Eである。

商

とほぼ同じ高さで、回凸

さ才1るU

ぎみに立ち上がる。

られる。 北側は、 ト

されどし、fこものと

はも ~t と が8-7F~15z7c前九

f . 2~-'34 ， 8crn-で、ある されなかった。

つも
U それ ト

ホ

マ。
るように された (Pハ P8'~P1S) 。

Pl~立、 S 1 4 と O
 

A
J
 

ブ
f
J

中め

[カマ r 、
ノ

o
 

J
J
f
 

1
1」

してし、る

::) 

土壁土のほとんど ブ日ラン は、地111のゴこと 、~，三v.- ìlァ〆
て了マ」一 ¥ 

かっ fこが、 、
F
 

p
t
M
 

っていたり

52は、カマド付近から し、 わたっ してし、る。

53はミ したブイゴ羽口 られ73:かったの

54、55は、
、

一半ふG
d
 

「h
J
U

〈リ

ブ

hv
h
A
り から した認;また

_L-

心。

と考えられる。

住居跡土層注記

8.黒福色 (lOYJミ2/2)地山粒、地山ブロックミ様。 9.措褐色(lOYR.3/4)焼土粒、炭化物、様。 10. にふ、賀

福邑(lOYR5/4)炭化物、棟。 11.賀福色 (10YRS/6)擦の 12-踏褐色(lQYB.3/心地山粒多量、炭化物。 結性なし。

13. n畜掲色 (lOYR4/4)小様、炭化物。

40 
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第 1Il!IJ 検出遺構と出土遺物

1 :3) 

I ト葱面 l奇喜 _1 f.t 震対l

1""'ツ !ロ筏jき警高!I!主持

41 S 1 44 土師器勾: 非ロクロ
横位ナデ→ケズリ→口縁下ケズリ 10Y R 8/3浅黄滋色 1 mm~2 mm大の

良 14.5 7.3 6.6 
横佼ナデ、ヘラナデ 10Y R 8/3浅黄援色 砂粒少量

42 S 144.SK87 須恵器長 ロクロ
スリップ疲→ロクロ→ナデ 7.5Y 5/1 灰色 綴密1mm大の

良 (12.7) 
ロクロザナデ 7.5Y 5/1灰色 砂粒徴盤

43 SI44.S191 須恵器査を ロヴロ
ロクロ 2.5Y R 4/1赤灰色 綴密 0.5mmの

ロクロ 2.5YR 2/1赤紫色 砂粒 少量
良

S J 44.MG61 須恵器壷
ロク口

ケズリ 7.5Y 6/2灰オリープ色 緩衝0.5大の
良

tvi(}65 (f~ 会{寸〕 口イ7口 lOY 6/1灰色 長主役後量
11.8 

ロクロ→体部下半ケズリ、底面ナデ切り離し不明 10YR 黒色 紛古D.5iflS...... 滋i霊震蚤の
S 144.SK85 須E害、器登 ロ苧ロ 10.2 

ロクロ 10YR 3/'1黒柱j色 砂 tlL

S! 44 91 1 ) 

カマド土層注記

1 .賠福生(lOYR3i4) 地[11粒、炭化物、焼土粒。粘性あり" 2. 黒色(10YR2/1)炭イヒ物層。 3‘褐色

(lOYR4/4)地山粒、炭化物、焼土粒。 4. 褐色 (10YR4/6)焼土粒多量。粘性あり。 5. 賀福色 (5YR5/8)焼土

層。粘性なしの

-43-



第4章調査の記録

4呂

46 

49 

番号 出土地点 器積 成形 調 事さ 同宮-色調片昔 胎土 焼成
法最伺

口径器局底筏

46 S 144カマド 土日市器欝 非ロクロ
ケズリ→横ナデ 7.5YR8/4浅黄稜色 lmm~4m，理大の

良
ヘラナデ→援ナデ 7.5YR 8/3浅策翠色 砂粒多摩

(23.6) 

47 
S I 44カィド

士郎器餐 非ロクロ
ケズリ→告書ナデ→ケズ 1) 7.5YR 7/4にぶい鐙色 2揖躍---3m躍大の

30.3119.8 MB6:33 ヘラナデ→横ナデ(ヘラナデ丁寧) IluYR 8/4浅黄撞色 砂粒多 m良 9.5 

48 SI91.SK85 こと郎器主義 非ロクロ
ケズ 1) lOYR 8/3浅黄援色

粗いへラナデ(カキ自に近似)
10YR 7/3にぷいいF黄草鐙包吾f芭E 

砂粒多
9.8 

49 S 1 44カマド 土問護!非同口
ケズリ 7.5YR 7/3に，3.;: 1 mm--3 mm大患

粗いヘラナデ(カキ自に近似) lOYR 7/3にぷ 砂粒多

50 S 1 44カマド 土腕器翠非ロクロ
ケズリ 縦位→楼位 7.5YR7/4にぶい樫E 2 mm ~ 5 m語大のl良
カキ自→ヘラナデ 7.5YR 7/4にぶい撞fn砂粒多量

S I 44. 91 、、F
'

AY
一

-44-



第 1節検出遺構と出土遺物

51 

あり、平面形は方形を呈する o

i立はN-IU90-Eとなり、 S144とi可じである。

S144，91と問ーである。

検出されなかった。

北西隅を除く各コーナ…と、北と

S 1 9 2 

I ヰヰ 91

3u図、図版 9) 

と た
り さ

j 折、主軸方

された (p19 -_ P 24 )。

45 -



第4章調査の記録

( 1 ミ)

54 . 55... S 
日(万一日9‘・.S

第35園 田 44• 91竪穴住居跡出

P19: 30cm、P20 : 24 x 32cm、P24 : 26---....28cmで、ある。

ロ ロ

百

番号 出土位鐙 大きさ (cm)

56 S I 44 現存長 3.7 極 0.4I悪さ 0.4 

57 S 1 44 が 5.6 11 0.5 I1 0.4 

58 S I 44 6.7 " 0.4 " 0.4 

59 S 1 91 11 5.7 // ;J 0自

p/ 

[カマド] 東壁際ほぽ中央に火床部を検出した。赤変範囲は、東西方向64cm、商北方向70

cmで、ある。

[埋土] 埋土は、観察できなかった。

[出土遺物] 出土しなかったこ2

[住居跡の時期] 平安時代後半と考えられる。

.. / 

ヰ)

カマドこと層注記

1. 明赤褐色 (5YR5/8) 興土粒、焼士ブロソク。:名活性な L" 2. 暗雲Ff~怠 (5YR3!6) 箆土ブロック。粘性之、 IJ Q 

iJKU 
4寸



第 1節検出遺構と出土遺物

S 1 7 1竪穴住居跡(第36図、図版11• 29 • 37) 

[検出位置] MA56グリッド杭を中心とする位置で検出した。本遺構の存在は、当初わか

らなかったが、重複して検出された SK1 4を調査中に存在が明らかになった。なお、

よりも古い SK78とも重鎮関係にある。

A ¥ ¥ 
/〆t当 II B 

舎

争
「

Pl 
-7.9 。

A 

入

オぇ糸レ〈二ノl-- 79.900m 

ρiJ7¥ 

B 

m
 

Si i1薮穴生題軍事実測盟
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第4章調査の記録

ほぼ正方形のプランを有し、壁長はち東壁と

る。主軸方{立は、 N-92
0
-Eで、ほぼ東である。

し、し297cm、

8.3m2で

ある。

を としており、 しい。 らE立に向かっても緩く

しているリ

S K 1 4により れていた。 しながら

立ち上が ミ 8: 3.---， 15c出弓 なかっ;と。

きれたり P 7 >< 22cm、Pzu)

る。埋土には、擦と土u2山ブロック

J;>よA

C イL 1 
。

た
》
S
Vて

ろ
v

つ

あ

γレ

まれた土

でミょくしまっている

[カマ より少し dヲ わずかな掘り込みと

し、たと思われるわずか 〆J

た

I二
I'"_..} したもので、

に砂粒を

と考えられる。

。引はミカマド

してし、る

S I 7 3 、区i版12 27. 37~39) 

南北66~67の範囲 る。中世の掘立柱建物跡柱穴の

はっきりしなかったため、周囲を掘り下げてみたところ、本遺構が検出され

た。なお、住居跡西側に本遺構より古い SK81が重複している。

ややいびつな長方形プランである。壁長は、南東壁488cm、南西壁408cm、

北西壁528cm、北東壁353cmで、ある。面積は、 19.9m2、主軸方位は、 N-133
0

- Eである。

.5m、北西側約79.4mo 地山を掘り込んで床としてし、るが、

堅い簡は認められない。北西側は、 SK81があるため、その部分に鮎床を施 Lている。

く立ち上がっている。北側は沢に面しており、標高が徐々にiまく

なっていることから、壁高は北側がやや低い。二!と1JlUll.9~ 16. 3cm、南1~1J1 3. 8~20. 6cmで、ある。

西側コーナ一部とその左右の壁は、援溝は、検出されなかっ

北東と二!と西壁擦に検出された。柱穴に付した数字は、床面からの深さである。

は、 P1 : 17 x 19cm、P4 : 31cm、P6 25X27cm、その飽は30cm前後で、ある。

カマド右袖協と南偶に検出した。前者は、東西96cm、南北80cm、深さ3，?cmで、あ

Q
0
 

4
吐
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ハ
リ
)

ρ
り

61 

63 

番号 出土地点 器密 成 形 調 整 げ苦-色調日昔 月会 焼成
i法盤側

口径器雨底後

60 S 1 71 土師器獲 J~ロクロ
指オサエザケズワ、横ナデ 2.5YR 6/3にぷい黄色 lmm~3 関大の

ヘラナデ→様ナデ 2.5YR 6/2灰黄色 砂粒多量
良

61 S 1 71 土日市器霊童 非ロクロ
指向→川→ナデ(引 5 YR  7/4にぶい縫色 2 盟理~5 !lm大の
横ナァ一 磨滅著しい 5YR7/4にぶい援色 砂粒多量

良

62 S 1 7:i 土師器王手 ロケロ
ロク口、問切り船、糸切り騒措しく陣議止糊 2.5YR 5/6明宏、褐色 綴密O.511!l大の

目段
黒色処理、調整痕不明瞭 5 YR 1.7/1黒色 砂粒微量

13.3 υRつ“ R金il

63 S 1 73 須恵器蜜 ロクロ
ロクロ 5Y 2/1黒色 綴密O.5mm大の良開限 設大幅|
ロクロ 5 Y 6/1灰色 砂粒微量 (5.4) 12.4 

第3包囲 SI 71麓穴性麗跡出土遺物.Sl 73竪穴住農跡出土遺物(1 ) 

となっている。後者は、楕円形プランで、長軸68cm、短軸60cmミ深る。 誌は、二段の掘り

さ18cmである。

[埋土] 8層に分層された。 1層と 3へ- 5層は、人為的に埋められたもの。 7層は、貼床

されたものである。 8層は、貯蔵穴の埋土である。

[カマド] 北東壁中車車線から東にやや寄うた位置に付設されてし、る。 遺存状況は悪く、撚

焼部の赤変部と煙道部分の掠り込みが検出されたのみであった。赤変部分は、カマドをつくる

にあたって、一旦掘り込ん を員占っている。

つ叫「h
d



G4 

¥お

番号|出土地点 i器種 |成形 調 整

64 
んってリ→横ナデ→カキ殴(一部)

S 1 73 Iニと郊器護 1$1'ロクロト一一
ヘラナデ→滋ナデ

! ! n-T' U1:l ~ "-_  I指オサエ→ケズサ→ナデ(指〕
65 I S173. S K81 1 土師器翠 I~ドロクロ ii r'-' -1ヘラナデ→ナデ

1 • _0" ~'" 1""_"_1ケズリ、底面ナデ
66 1 S 1 73 1土姉器霊祭|非ロクロ l

I _L  "'1' .n:r .=.. 171--/' - Iカキ目→ヘラナデ

lケズリ→カキ自
S 1 73 I 土師器懇 I~Fロクロ l

第 1節検出遺構と出土遺物

fiC) 

第拘留 81 73琵穴強襲跡出土遺物(2)

62は、カマド燃焼部付近の床面から Lた土師器i不である。底部の切り

しは、糸切りであるが、回転か静止か不明である。内面は、黒色処理がなされている。 63は、

床面から少し浮いた状況で、出土した須恵器査の破片である。 64は、カマド火床面から出土し1::"0

輪讃み痕を残す。 65は、カマド とSK81理士中出土破片が接合 Lた土師器奏

である。このことは、カマド火床部に貼った土と SK81を埋めた土との関係を推測させるも

のである。 66は、埋土上位から出土した土師器護である。 67~70は、いずれも底部全面に砂粒

「叶
JJ 



第4章調査の記録

71 

'70 ・73G勺ιみ S

5cm 。 72 

(1: ) 

く二〉

留さI73 、3
ノ

つ、一}

している。 70は、

から少 L浮い

とカマド右脇の貯蔵穴出土破片が接合し

した把手付土器の把手部分である。

くから出土した。る。 72は、柳葉形の石鎌で、 i壁土中の出土である。 73は、箆状石器で、

両面に加工を施し、両側縁と端部に細かし えている。

-54-

ある。 71は、

あ



第 1節検出遺構と出土遺物

[住居跡の時期] 平安時代後半と られる。

住居跡土層注記

1.暗掲色 (lOYR3/3)炭化物少量、疎多量。しまり強。 2.黒掲色 (lOYR2/3)炭化物多量。粘性あり。 3.暗

褐色 (lOYR3/4)磯多量。 4.暗掲色 (7.5YR3/4)炭化物、焼土粒、地山粒多量。しまりあり。 5.褐色(lOYR4/

4)炭化物、焼土粒多量、磯少量。しまり強。 6.暗褐色 (lOYR3/4)膿少量。粘性、しまりあり。 7.栂色 (lOYR

4/4)地山粒、穣多量。しまり強。 8.暗褐色(lOYR3/3)炭化物、地山粒、磯。粘性、しまりあり。

カマド土層注記

1.掲色 (7.5YR4/6)焼土粒、焼土ブロァク、炭化物。粘性なし、しまりあり。 2. 明褐色 (7.5YR5/8)赤変著しし、。

し玄り強。 3.赤掲色 (5YR4/6)醸η しまり強r. 4‘褐色 (7.5YR4/4)焼土粒、炭化物。しまり強。 5.赤変部分。

( 2 ) 

SK  1 4土坑(第43図)

MA56、IvIB56グリッド した。当初、

していて、掘り はっきり出なかったため、 周回 り下げたところ 身、「」

より古い S1 7 1と

§断面形] 東西方向

している。

をも プラン。断面形は、
斗ぞ 、7
c.V0  

htこり

長軸287問、短斡206cm、深さ 9.9~17.7cmてある。

された暗褐色士で、擦と

っすぎのため作成できなかった。

出土しなかったコ

していた。 掘

S K 1 6土坑

lIIB55グリッド地山面で検出した。

[平面7f5e断面形] 円形プランを有し、断面形は逆台形である。

[規模] 東西方向110cm、南北方向94cm、深さ15.4cmで、ある。

(lOYR2/1) 1 

がなく、しまり強である。

土師器翠胴部破片 1点が出土した。

ある。地山粒、地山ブロック、 し、粘性
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e 断面形] 、プラ γで、 、i プ

aJ 00 

南北方向の長軸205cm、短軸l02cm、深さ22.1cmで、ある。

確認蕗で大湯浮石が認められた。

74は、埋土下位から した護の口縁部である。図化できなかったが、この

口 1 柄音I~破片15点が出土している。
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「
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第4章調査の記録

S K16 争9 S K23 
S KP6R 

〔水糸レベル〕
S K Hi 79.900 m 
S K23 80.700m 
S K47 80.GOOm 

第42菌 SK 16 • 23 4i土坑実測翻

土層注記

1.賠A褐色 (10γR3/3)焼土粒、炭化物。 しまりなし。 2. 補色(lOYR4/6) しまりありつ 3. 福色 (7.5YR4/6)

焼土。

SK30土坑(第43図、図版13)

孔佐{55.問、 MI55• 56グリッド、地山富で、検出¥Liこ。

円。
に
J
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第 1節検出遺構と出土遺物
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第話題 SIく14• 30 • 35 . 43 . 70土境実灘箆

し、逆台形を 2 た断面形である。[平田形 a 断面形] 歪ん

北東 が398cm、 南西方向が188cmの規模で掘り込んだ後、さらに
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第4章調査の記録

段をもっ く掘り込んでいる。深く掘られている 254 x 168cm、深さ112cmで、ある。

をなし

きなかったが、

していた。また、 き られた。

ロ縁部破片 2点と胴部破片4 した。

土謄注記

1.黒娼色 (10YR2/2)地山粒、軽石微量。 2.黒掲色(lOYR2/3)地山粒。 3.黒色(lOYR2/1)地UI粒、炭化

物徴輩。 4.暗褐色 (10YR3/3)軽石粒。しまりあり。 5.賠掲色 (10YR3/3) し変り tJ:Lo 6.踏褐色 (10YR3/4)

しまりあり。 7.暗掲色(lOYl"{3/3)軽石粒n しまりありつ 8.暗褐色 (10YR3/4)軽石多量。 Lまりなし。 9

黒褐色 (10YR2/3) 10. 黒褐色(lOYR3冷)軽石粒。 11.掲色 (10YR4ん1)浮若層。 12. にぶい賞褐色(lOYR5/4)

浮石層。 13. 褐色 (lO~:{RAI6) 浮石層。 14. 暗潟也 llOYR3/4) 粘性ち しまりあ n 15. r清掃色 (]OYR::Ji3J地山

粒多量、炭化物。 16.褐色(lOYR4/4)瞭多量。 17. 褐色(lOYR4/同様。

SI三35土坑

1VIG55、Ivlli55グリソドでも S1: 4 2 η
L
 

SAI-
-

γ
i品

一

c
J
 

(リ

戸
{
}

E
マj

l
し

しており、 しし、日

一? ご玉 、/rで〉 ある

同日に
υ されfこ円 1 されたものである。

Lなかった。

土層住記

1.灰糞掲色OOYR4/2)軽石粒、炭化物少量。粘性なし、しまり強。 2.大湯浮石居。 3.陪i福色(lOYR3/4)諜多量、

軽石粒、炭化物。しまり強 4.褐色(lOYR4/引軽石粒、地山粒. L;t行強 5.策掲色(10YR5/6)穣多量:。粘性三してどり

強口

己KLl 3 

IvIH58グリソ

楕円形プラン

した。

し、断面形は逆台形である。

粒山

[

地

長軸181cm、短軸161cm、深さ19.4cmで、ある。

1. 黒色(10YRl.7/1)地山粒、地山ブロック、

若干粘性あり。

2. 

図化できなかったが、 3 口縁部破片 2 胴部破片

ア点が出十した口

SK47 十J主(第421~i 、図版

IvlG58 • 59グリッド地山面で擦の集中を確認し、その下から掘り込み

Ltこn

島断面形] 南北 、，ランで、断面形は逆台形に近い。

[規模] 南北方向214cm、東西方向70----86cm、深さ11---20cmで、ある。

(10YR3/2) 1層のみであるの地LU粒、地UJブロック、 会
)

Q
O
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口縁部破片 4

SK70土坑(第43図、図版23)

¥r-'， 

D 

第 l節検出遺構と出土遺物

S N 77， S K79・93

B 

!!吋iU，UOOm

ち

B 

よ H=79.300111 F 

3iく7Q• Q1苔 82• 86 

胴部破片16点が出土したが、図化できなかった。

〔検出位置] J¥1A60グリッド杭を中心とする地山菌で、中世の掘立柱建物跡柱穴を調査中

したり
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第4章調査の記録

-断面形] 平田形は不整円形、断面形は掘り込みが 2段になっており、逆台形を

2つ重ねたような形である。

[規模] 南北方向252cm、東西方向215cm、深さ 25~63cmで、ある。

5層に分けられたが、ほとんどの土が人為的に埋められたものである。

[出土遺物]

二1::1脅注記

出土しなかった。

1.掲色(lOYI<4/4)小磯多量、炭化物。粘性あり、しまり強。 2. 福色 (10YR4/6)小磯多景、炭化物。粘性なし、

しまり強。 3. 寅掲色(10Yヨミ5/6)小標。粘性なし、しまり強。 4. 掲色 (10YI<4/6)小穣多量、炭化物。粘性なし、

しまり強。 5.精褐色 (lOYR313)様、地山粒、炭化物少量。粘性、しまりあり。

SK79 • 47図、図版13• 39 e 40) 

MC61グリッド地山面で、 SN77を調査中 したの SN77， SK93と し

ており、本遺構が最も新しい。

e 断面形] 平面形は楕円形、断面形は鍋底形である。長軸方向は、 N-57口-'vV

である

[規模] し、ずれも推定であるが、長軸長124cm、短軸長94cm。深さ 20~24cmで、ある。

[埋士] L1. 炭化物、 粘性あり、しまりなし。

5. 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物少量、軽石粒徴量。

花、 76は埋土中出土の土師器斐で、 76は小型のものである。

この飽に、土師器斐胸部破片 1点が出土したり

乞K82土坑(第44図)

[検出位置] MA62グリッドで， SI44' 91 • 92を調査中に検出した。土層断面から、本遺

構が竪穴住居跡より新しし、。

[平面形@断面形] 平面形は不整方形、断面形は逆台形である。

[規模] 東西方向94cm、南北方向52~67cm。地山面からの深さ、 53cmで、ある。

[埋土] 1.黒編色(10YR3/1)軽石粒多量、炭化物。 2. 暗褐色(lOYR3/3)炭化物、

焼土粒。 3. 黒色 (10YR3/3)炭化物層。

[出土遺物] 図化できなかったが、土師器片 5点が出土した。

SK83 (第45.47図、図版130 40) 

MA63 e lV1B63グリッドで、 SI44 91 92を調査中に検出した。

に伴うものか不明である。

震断面形] 平面形は楕円形で、中に掘り込みが 2箇所みられ、めがねのような印

象を受ける。したがって、南北の断面形は、逆台形の底辺中央部が隆起している。長:軸;方向は、

N-230-Eである。
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第 1節検出遺構と出土遺物

S K83 S K85 

/つミ¥

S ~K83 

日=79.400111-ー

ウ リュ/
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SK 83.出土坑翼測圏 e 遺物出土状j見顕

長軸長168cm、 スv-あη
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1.倍掲色 (10YR3/4)焼土粒O 粘性あり。 2.

ク、炭化物。 3. 黒色(10YRl.7/1)炭化物、炭化材。

(10YR2/2)地山ブ口ツ

[出土遺物] 78は、埋土中位出土の土師器警口 ある o F"J商Uこ煤状の炭化物が付着し

ている。この他に、 1点、土師器片 7点が出土したが、図化できなかった。

SK85士坑(第45 47図、図版40)
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第4章調査の記録

MA62.63グリッドで、 S144• 91 • 92を調査中に検出した。

[平面形 a 断原形] 北間側が円形、南東側が方形の不整形で、断面形は逆台形である。

〔規模] 北西-南東方向が164cm、南西一北東方向が76~107cm。深さ 24~36cmで、ある。

1. 暗褐色 (10YR3/4)地山粒、炭化物、棟。粘性強。 2.掘色 (10YR4/4)

SK86土坑(第44図)

IvlA62グリッドで、 S144場幻

より新 L~、。

a 断面形] 平面形は、

N -800 Vlである。

JV1A63グ1)'/ドで、 S14:4.吉1• 

断固形] 北東一南西方向に長軸

軸方向は、 N-300
- Eである。

長軸長125cm、矩軸長102cm。確認面からの深さ、 28cmで、ある 0

1 .福色地山粒多量、炭化物少量。粘性あり。 2.

地rlr粒、

出土したが、

SK87土坑

[埋土]

3. 地山ブロック 0

77は、

きなかった円

口縁部である。このほかに、

し ら、

く、逆台形状の断面形である。長戦方向は、

南北方向日~82crn。地山面からの深さ、 40cmである。

1. Vこぶい黄福色(10をま4/3)炭化物、礁〉 2. 暗褐色 (10YK3/4)炭化物、

フぷロック。

図化できなかったが、 5点が Lt‘二Q

しfこり

7
9
 

る

設. 炭化物。 4. 地

は!粒多量、炭化物。

79、80は、し、すごれも埋土中位の出土で、ある。 80は されてお

出
、

h
uソ

。。
、

が

8

た

K

I
し

n
D

土

〔平面形@

[規模]

やハングしている。

ら内湾ぎみに立ち上がり、口 る。このほか、

きTEかっ fこO

(第46図、函版

lVIA位、 LT62グリッドで、 S144• 91 • 92を調査中に検tl::¥した。

やや一方形に近い構円形で、断面%は逆台形である

長軸長100cm、短軸長68cm。確認、面からの深さ、 26cmで、ある。北西側 点コ、

つ中一K
V



第 1節検出遺構と出土遺物

S K87 S K87 

H =79.:m0I11一一

「ム ;/2f'J..ーも/

S K88 S K8~) 

第46図 SK 87 . 88 . 89土坑実現4函@遺物出土状況函

1. ~こぶい黄煽色 (10YR4/3) 地山粒、炭化物。 2. a音福色(10YR3/4)地山

粒、炭化物。粘性あり。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかったo

SK89土坑(第46図)

[検出位置] rvlH67グリッド地山商で検出した。調査区内で、最も北に位置する土坑であ

o
 

f
Q
 

[平面形@断面形] 平面形は不整円形で、断面形は逆台形である。

[規模] 北東一南西方向97cm、北西一南東方向79cm。確認面からの深さ、 13cmである。

[埋土] 1.黒褐色 (10YR2/2)礁、地山粒少量。粘性、しまりあり。

図化できなかったが、須恵器査胴部破片 1点が出土した。

qο ρ
り



II 門 4

i生

79 

番号 出土地点 器種 成形 三間 整 問書-色調片喜一 胎土 焼成
j法;屡 cm

口径器雨底径

74 SK 23 土師器翠 非ロクロ
ケズ 1)、横ナデ(癒滅妻子しい) 5 YR 7/6 t変色 l脚大の

良
ヘラナデ→横ナデ 10Y R 8/匂浅黄燈色 砂粒多量

75 SK 79 土師器婆 ?Fロクロ
指オサエ→検ナデ(療滅著しく不明瞭) 10YR 7/4 浅にぷ黄い援糞色稜.e3mm-5 mm大の

良へラナデ→掻ナデ 10YR8/3 砂粒多量

76 S K 79 
土師器翠

非ロクロ ケズリ→ナデア I 110YR 6/3 (こぶい、ii鴇立1笠色色 2 冨揖~5 蹄大の
(小型) ヘラナデ→主主ナ (磨滅が著しい) 10YR 7/3 Iこぶし 砂粒多量

良 5.2 

77 S K 85 土締器翌 非ロクロ
ケズ1人指オサエ噛ナデ(ナデは麗議著しく利勝 10YR 8/3浅賞授色 1開，...._.2mm大の

良
ヘラナァ→横ナデ lOYR 8/2灰白色 砂粒多量

78 S K 83 土師器主義 非ロクロ
指オサヱ→ケズ 1)→横ナデ 7.5YR 8/3浅黄様色 1 iiliil~2 iiliil大の

良指オサエ→ヘラナデー+横ナデ 10YR 8/3浅黄穫色 砂粒

79 SK 87 須窓器至宝 ロクロ
ロクロ→頭部下ヘラナデ 2.5YR 4/1赤灰色 教密O.5mm大の

良
開経 i開

ロク口 2，5YR 2/1赤黒色 砂粒少量 (5.6) (12.8) 

80 SK 87 土師器杯 ロクロ
ロクロ、底笛回転糸切り無調整 10YR 7/4にぷい黄穏便 0.5日間-lmm大

良横位ミガキ→綴位、放宇ポ犬ミガキ、黒色処理 10YR 1.7/1黒色 の砂粒多情
15.0 6.8 5.2 

第47顕 SK23 . 79 . 83 . 85 . 87 

4
4
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第 1節検出遺構と出土遺物

( 3) 

SN77焼土遺構(第44図、図版13)

MB61、抗C61グリッド地山面で検出した。土坑や溝状遺構と重複しており、

SK旬、 SN77、SK79、SD80の)1債に新しくなる。

[王子面形@断面形] 平面形は長楕円形で、鍋底状の断面形である。長軸方向は、 N-64
0

-wである。

[規模]

まり 3. 

推定の長軸長240cm、短軸長97cm。確認商からの深さも 23'"'--'25cmで、ある。

1.補色 (7.5YR4/6)焼士層。 2. 燭色 (7.5YR4/4)焼土ブロック多量。し

(ア呈地山ブロック霜降り状に混入。粘性なし。

出土しなかった。

3. 中世

( 1 )掘立柱建物跡柱穴(第55悶鎗付図)

掘立柱建物跡柱穴は、検出)1買に l番から番号を付し、 998番まで使用した。しかし、柱穴で

はないと判断されたものが43にのぼり、差し引き955の柱穴数となった。規模は、復20'"'--'30cm

のものが多く、掘り方を持っていたものと思われる。深さはミ地山商から 2~100cm近いもの

まで様々であるが、 20----40cmのものが多い。埋士は、黒色または黒掲色が多く、地山!段、地山

ブロック、大湯浮石由来と思われる軽石粒、炭化粒を含む。稀に、焼:士粒を含む場合もある。

これらの柱穴について、人声工業大学助教授高島成倍氏に検討していただいたところ、いわ

ゆる寝殿造または書院造とされる大規模な建物跡は、認められないことが明らかになった。

〔出土遺物] 81は、 SKP320埋土中出土の破片 3点が接合したものである。

( 2 )竪穴建物跡

竪穴状の掘り込みを有し、炉またはカマド、柱穴等の施設を持たないものを竪穴遺構と呼び¥

しっかりした柱穴を有するものは、上部構造を備えたものと推定し、竪穴建物跡と呼ぶことと

する。ただし、調査区からはも撃穴建物跡のみが検出された。

S 1 0 4竪穴建物跡

MB51、I'v1C51グリッド地山商で、黒色プランを検出した。

[平面形@規模] 方形プランの西側に小さな張り出しを有する。壁長は、西側254cm、北

側278cm、東側268cm、南側282cm。張り出し部の規模は、幅127--._，204cm、奥行52----62cmである。

掘り込みは浅く、 5.3~6.4cmで、ある。主軸方位は、 N-110o_'Wである。面積は、 8.09m2で、あ

λ
v
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 水糸レベル以).OOOl1l

第48密 8104竪穴建物跡実測図

[床面] 礁混じりの地山を掘り込んで床としており、凹凸が著しいの北西隅に近い部分の

床は、やや急に高まり、西側の張り出し部

まりがみられる

j床からやや内湾しながら立ちとがり、地山に含まれる

しているのまた、北東隅あたりの床面も

してし、る。

高は、 31--41cmである。壁溝は検出されなかった。

[柱穴] 4隅と北側を除く壁際ほぼ中央に、合計 7カ所検出された。各柱穴に付した数字

は、床面からの深さである。 4偶の柱穴間距離は、 205、210、228cmで、平均2.13mで、ある。

〔埋土〕 自然堆積である。

遺物は、出土しなかった。
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第 1節検出遺構と出土遺物

竪穴建物跡土躍注記

1.暗褐色(lOYR3/3)炭化物、地山粒、軽石粒。 2.暗褐色 (10YR3/3)地山粒、地山ブロック、軽石粒、棟。し

まり強。 3. にぶい黄佳邑 (10YR6/4)地山粒、地山ブロック、磯。しまりあり。 4.黒掲色(lOYR2/3)地山粒、

礁。粘性あり。 5.黒色(10YR2/2)地山粒。粘性あり。

S 1 3 1竪穴建物跡(第49図、図版15)

MG56 • 57 、 MH56~58、 MI56.57 グリッド地山部で、検出したが、全体に不

明確で、壁を検出して初めてプランをつかめた。中世の掘立柱建物跡柱穴と しており、

り出し

ち。

南北方向662~674cm、東西方向504~508cmの長方形プランの北東隅

る n 張り出し部分は、 Ip高100~200cm、

N-510- Eである日

す

くヨ什 36. 28m2 
0 

[床雨] 地rJ-fを掘り込んで床としているが、堅致な面は認められたし、。北東i塙近くの床

面に、炭化物が観察された。 しかし、火を使用した痕跡はどこにも認めら

されたものと忠われる。張り出 L部の床は、 内側にスロー して

いる円

と南側が外反しながら、その{患の壁はやや内湾しながら立ち上がる。

は、南東側jが50r
-，_'51cmミ北西部jが25----...28cmであるの されなかった。

[柱穴] って 5 合計16本、さらに中央部に 1本を検出 Lた。この地にも

張り出し部に4本検出したiつ

iJ護士J 1層および 2層は、基本層{立の第 i層およ る。 3層以下はも

地山ブロックを含み、人為的に埋められた可能性がある。

[出土遺物〕 図化できなかったが、土師器杯及び護の破片資料が出土した。その内訳は、

杯口縁部 1点、護口縁部 3点、胴部17点、底部 1点が出土した。

竪穴建物跡土層注記

1.黒掲色(10YR3/1)地山粒、軽石粒。第 I層。 2.黒樹色 (10YR2/2)地山粒、炭化物、軽お粒。第 1'膚。

3.暗掲色 (10YR3/心地山粒、地山ブロック、軽石粒。

4.褐色(lOYR4/4)地山ブロック。 5.黒色 (10YR1.7/1)地山ブロヴク。 6.黒褐色 (10YRZ/3)地山粒、地

山ブロック。若干粘性あり。 7.掲色 (10YR4/6)地Jljブロック、炭化物。

S 1 6 7竪穴主主物跡(第50図、図版16)

[検出位置] 調査区西端のLT59グリッド地山面で検出したり

[平面形@規模] 一部分を調査したにすぎないので、全体のプランは不明であるが、方形

のプランとなるものと思われる。調査できた部分の北東壁長123cm、南東霊長188cmで、ある。

多少の凹凸が認められた。

らやや外反ぎみに立ち上がる。 表土から52.3cmで、ある。壁溝は、
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検出されなかった。

!の ~VM ，~fÌ:範lmi口
[柱穴] 東隅に

A お 1本検出された。

菌からの深さは、 42

cmである。

[埋土] 黒色系

iう とする。

物は、 しなかっ

tc_ リ{ 

問

ァjぇ:;-]~レ Jえ !L 79.bOOIll 

第49慰 8167襲穴建物跡実測盤

竪穴建物跡土層注記

1.黒褐色 (lOYR2!2)軽石粒少量、穣多量u しまり、粘性なし 2 黒褐色(lOY'R2!3)軽石粒、穣。 3. 暗掲
色(lOYR3!3)地山ブロヴク多量、様。しまりあり、粘性なしo 4. 黒褐色 (lOYR3!2)地山粒、離少量。しまりあり、
粘性なし。

S I 6 8 (第51図、図版16~ 17) 

MC62.63、MD63グリッド地山面で検出した。ほぼ同時期と思われるSK69

と切り合い関孫にあるが、新!日間孫は不明で、ある c

[平面形@規模] 1 辺241~271cmの方形フυ ランの北東側に、張り出し部を有する。張り出

し部の規模は、脂98--129cm、奥行119cmで、ある。面積は、 8.08m'o主軸方位は、 N-480
- E 

である。

[床面] 全体によくしまっているが、特に堅致ではない。張り出し部は、内側に向かつて

スロープ様になっておらず、逆に内側が高く、外側が若干低くなっている。

@壁溝] 床から内湾ぎみに緩く立ち上がる。

行くにしたがって{底くなり、 7--17. 3cmで、ある

、南東側が24.5~32cmで、西側に

されなかった。

4 1本と、張り出し部分に 2本検出された。 し

らの深さであるが、張り出し部分のほうが深めである。 4 隅にある柱穴間の距離は、 190~200

cmである。

[理土] 下部は黒色土の自然堆積であるが、上部は人為堆積の可能性がある。

[出土遺物] 図化できなかったが、土師器薬の胴部と底部破片各 1点が出土した。
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第 1節 検出遺構と出土遺物
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水糸レベル 80.300m

第51函 Sl68竪穴建物跡実現IJ図

震穴建物跡土層注記

1.黒褐色(lOYR3/2)第 I層。 2. 黒掲邑(lOYR2/2)地山粒やや多量、焼二i了粒、炭化物。 3. にぶい黄褐色(lOYR4/3)

地山粒やや多量、焼土粒、度化物、軽石粒。サラサラ Lてし、るの 4. 黒生(10YR2/1)炭化物、軽石粒。 5. 掲邑

(lOYR4/4)軽石粒、撲。

( 3 )土坑

SK54土坑

iVIE63、JVIF63グリッド地山面で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴と

している。 されてし、るので、新!日の掘立柱建物跡の営まれと調査中

1
iム



第4章調査の記録

S fく54

S 1く ~4

B 

一〈シ>-- Ul 

S fく69

S I G8 

C 7Jcii;レペ 1L)

S 1くG4 80.400111 
S K69 80.DODrn 

S K 911 79.900 m 

m
 

第52図 SK出@的 .94土坑実測国

た中間の時期に使われたものと推定された。

[平面形@断面形] 柱穴により歪みが大きいが、平面形はほぼ円形、断面形は逆台形であ

る。

[規模] 直径98ないし99cm。確認面からの深さ、 12.7~23.2cmである。

しなかったG

土層注記

1胃黒掲色 (lOYH.3i2)地山粒やや多量、地山ブロッ夕、軽石粒、炭化物σ

SK69 (第.52図、

I'vlC62 • 63、]¥1])62• 63グリヅド地山面で検出した。

断面形は逆台形である
「
tt」形十四にバ

位
校
凶
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第 1節検出遺講と出土遺物

[規模] 短辺135ないし139cm、長辺は東側174cm、西側191cm。確認面からの深さ、 32.2~

40.5cmで、ある。

[長軸方向] N-27
0 

E 。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった口

土潜在記 1.黒褐急(lOYR2!3)地山粒多量、軽:借立、様。しまり強。 2.新品色 (lOYR2!2)軽石粒、穣。粘性、

しまりありの 3.黒鴇色 (10YR3/2)地山粒宅地山ブロック、標。粘性あり、しまり強行 4.黒樹色(lOYR2/2)地

山ブロック、棟。粘性、しまりあり。

S K 94 

MC61グリッド地山面で、検出したヮ

すなわち、本遺構により切られている柱穴と、本j費需を切っている

[平面形 a 断面形] 平菌形は構円形、断面形は逆台形である。

[規模〕 長軸90cm、短軸77cm、深さ19""'-'22cmo 

磁北にほぼ等しい。

「出土遺物」 遺物は、 しなかった。

土層注記 1.黒掲色(10YR3!2)地山粒、炭化物性童、腰。しまり強。

(4)焼土遺構

SN08焼土潰構(第53図、図版18)

[検出位置] IvIA54 .缶、 MB54.55グリッド地山面で検出した。

と重援してし、るり

られた。

[平面形 e 産rr面形] 隅丸長方形の一方の短辺に長円形の突起をつけたような平面形である。

横断面形は、かまぼこ形であるが、立ち上がりは上に推移するにしたがい、内側に迫り出して

きている。

[規模] 長さ 263cm、幅38~64cm、確認面からの深さ 4 ""'-'37cmで、ある。

[長軸方向] N -133
0 

E 

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

土層注記 1.黒褐色(lOYR2!3)地山粒、焼土粒、炭化物。しまりあり。 2.黒褐色(10YR3!2) 地山粒、地11!

ブロック、炭化物、焼土粒。しまり強。 3.黒褐色(10YR2!2) 地山粒、焼土粒、炭化物。しまりあり。 4. にぶ

L、貰補色 (10YR4/3)粘士。 5.黒褐色(10YR2/2)焼土粒、焼土プロック、炭化物。 しまりなし。 6.暗褐在

(7.5YR3/31地山粒、盛土粒、焼土プロック。 7.黒褐色 (7理5YR3/2i地UJ粒、地山フ iコyク。しまりな Lo 8. 

黒褐色 (7.5YK2/2)焼土粒、焼土ブロック。しまりなし。 9.褐色 (10YR4!6)地山プロック。 しまりあり。 10.

j培赤褐色 (5YR3!2)焼土ブロック、炭化物。しまりあり。 11.踏赤福色 (5YK3/3)地山手立、鹿土ブロヴク、炭化物。

しまり強。 12.黒色(10左京1.7/ノ1)炭化物層。 13.暗赤福色 (5YR3/3)っ

SN 3 6焼土遺構(第53盟、図版24)

[検出位置] 五丑{53、54南グリッドの境界近くで検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴と

し、本遺構が古い。
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[平面形 e 断面形] 細長い不整形プランで、断面形も凹凸の多い不整形である。

〔規模] 推定全長236cm、最大幅62cm、深さ 3--.__.26cmで、ある。

[長軸方向] N-75
0
- E  

[出土遺物]

土層註記

1.黒褐色 (lO¥'"K2i3)焼土粒、地山粒、炭化物少量。しまり強。 2.黒褐色 (10左京3/2)焼土粒散量、炭化物少量。

しまりなし。 3.暗褐色 (7.5YR3/3)焼土粒少量、炭化物微量。しまりなし" 4. 暗福色 (10YR3/3)棟。しまり

な い 5.黒褐色 (7.5Y官 3/2)焼土粒少量。しまりあり。 6.黒i替忽(10YR3/3)焼二殺、炭化物、地山粒多量。

しまりあり。 7.黒色(lOYR2/l)炭化物多量、焼土粒。 8.黒褐邑 (7.5YR3/2)焼土粒やや多い。 9. 暗褐色

出土しなかった。

(7.5Y百3i4)炭化物、儲士粒多量。しまりあ ij"



第 1節検出遺構と出土遺物
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( 5 )空堀

SD60空堀跡(第54• 55図、図版19• 40) 

読査区北東端のMI66e 67、MJ66• 67グリッド地山面で、溝状のプラ γを検

へ伸びており、北西側は沢に落ち込み、南東側は調査区外へと続し、て
。

たーし出

いっている。

[規模 e 断面形] 調査できた範閤での規模は、長さ674cm、幅南東側200cm、北西側300cm、

深さ 120~136cmで、ある。断面形は、薬研堀である。

[埋土] 黒色系と掲色系の土に大別される。黒色系の土は、埋土の上位と中位に見られ、

地山粒、焼土粒、炭化物、軽石粒を含む。褐色系の士は、埋士の中位と下位に見ちれ、地山粒、

-75 -



第4章調査の記録

地山ブロックを含む。

[出土遺物] 埋土中から 1 した。 82は、中国産自磁碗の底部片である。高台部周辺

には馳がかかっていなL、。年代は、 12~13世紀である。

第55~喜 SKP 320揺立牲遺物監事柱穴.SD 60空堪踏出土遺物

4腎時期不明

( 1 )積石塚

SX01覆石塚(第56• 57図、図版20)

[検出位置] 調査開始後、杉の枝葉を除去中に、 MB60• 61、MC60• 61グリッドで、磯

した。

〔規模] 礁の広がりは、東西440cm、南北360cmの範囲にみられた。礁の大きさは、 2-----10 

cmのものがほとんどであるが、 20cmをこえるものもある。円撲はなく、角擦のみである。 5cm 

ごとの地形測量図によると、塚の標高が80.4m余りで、地表面との比高差は40cm余りあること

がわかる。

[土層断面] 1.黒褐色 (7.5YR2/2) 2 .黒色 (7.5YR2/1)の2層に分けられた。ま

た、 1J曹と 2層との間に婿褐色 (7.5YR3/3)の土が、部分的に観察された。 2躍は、

の第II層に対応する。

遺物は、出土しなかった。

SX02覆石塚(第58• 59関、図版21• 41) 

[検出位置] IvIF63、MG63グリッドで、磯の集積を検出した。

[規填] 擦の広がりは、東西320c問、南北280cmの範密にみられた。授の大きさは、 lOcm@

後のものが多い。 1号積石塚同様、円擦はなく、角擦のみである。 5cmごとの地形測量図によ

ると、壕の標高は、 81.05m余りで、地表面との比高差は55cmで、ある。
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第 1節検出遺構と出土遺物

[土層断面] 1 .黒褐色 (7.5YR2/2) 2.黒色 (7.5YR2/1)の2躍に分けられた。 2層

は、基本土層の第II層に対応する。

[出土遺物] 図化できなかったが、珠洲l系絢器片数点が、礁に混じって出土した。

( 2 )土坑

SK09士坑(第60図)

[検出位置] S142竪穴住居跡を調査中に、 MG55グリッドで検出した。 S142の土層断面に

本遺構の断面が観察され、初めて本選携の存在が明らかになった。このため、西側 3分の 2以

上は、すでに掘られて失われていた。したがって、掲載した図は、 S142の土層断面から復元し

たものである。

[平面形 e 断面形] 細長い不整形で、南北の断面形は、逆台形に近い。東側の下端が入り

込んでおり、坑底からの立ち上がりは、ハ γグしている。

〔規模] 長さ 200cm、幅43~'51cm、深さ23"--'30cmである。

〔長軸方向] N-64
0
- E  

[埋二日 黒褐色(lOYR2/3)軽石粒多量、炭化物少量。粘性なし、しまり強。 炭化物は、

しているほか、坑底東側に付着していた。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK12 (a) • (b)土坑(第60図)

SK12 Ca)土坑

[検出位置] MC50グリッド地山面で検出した。

[平面形@断面形] 南側が中世の掘立柱建物跡柱穴により壊されているが、本来は円形の

平面形を有する土坑と推定される。断面形は、逆台形である。

[規模〕 直径62ないし63cm、深さ10""'-'12cmで、ある。

(lOY艮2/3)池山ブロック混入。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK12 (b)土坑

[検出位置] MC50. MD50グリッド地山面で検出した。

[平菌形苔断面形] 平面形は、不整方形。断面形は、逆台形であるむ

[規模〕 東四方向67------76cm、南北方向95~124cm、深さ 8 ~10cmで、ある。

(lOYR2/2)軽石粒、地山粒多量混入。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK13土坑(第60図)

MA54グリッド地山面で検出した。

1
1ふ

Q
O
 



第4章調査の記録

S K00 

/ 
/。

A 

A 

H りm D 

S Kl:i 

ーで℃とζ/ 一

S K27 

H口氏O.9(川口1

一て三ブー

8 

!f 700m B 

K1:) 

S K12(乱)・ (b)

(丘)

H 700m 

S K18 

H=80.100m 

~ームー/

S K28 

一〈二三ブー

S K 09 0 12 ( a ) (むト 13• 15 . 18 . 27 . 28土坑翼測額

-82 -

m 



第 1節検出遺構と出土遺物

[平面形。断面形〕 平面形は、不整円形。断面形は、南側に浅い掘り込みをもっ逆台形に

近し、形状である。

[規模] 82cm x 100cm"深さ、 4~13cmで、ある。

[埋土] 黒色 (10YRl.7/1)地山粒、地山ブロック、炭化物を含み、粘性なししまりあ

り。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

S K 1 5土坑(第60図、図版23)

[検出位置] MC54 = 55グリッド地山商で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴と重複して

し品。本遺構のほうが古い。

[平面形 6 断面形] ほぼ円形で、断面形は逆台形である。

〔規模] 74cm X 88cm、深さ、 ll~13cmである。

1.黒端子自~ (10YR3/2)地山粒、軽石粒。しまり

地山粒、軽石粒、炭化物。

〔出土遺物] 遺物は、 しなかっ主こO

SK 1 8土坑(第60図)

[検出位置] MD55グリッド地山商で検出した。

〔平面形@断面形] 平面形は楕円形で、断面形は鍋底形である。

長軌76cm、短軸66cm、深さ11なし、し12cmで、ある。

[長軸方向] N-16
0-E 

[埋土] 黒掲色 (10YR2/2)地山粒、地山ブロック、炭化物を

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK27土坑(第60図)

[検出位置] IYIG55 • 56グリッド地山首で検出した。

[平面形@断面形〕 平面形は構円形、断面形は鍋底形である。

[規模〕 長軸74cm、短軸58cm、深さ17---....-22cmで、ある。

[長軸方向] N-650
-E  

(lOYR2/1)炭化物三地山粒ミ地山ブロック

〔出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK28 (第60図)

[検出位置] I¥t釘56グリッド地山面で検出した。

[平面形母断面形] 平面形は構円形、断面形は鍋底形である。

[規模] 長軸96cm、短軸79cm、深さ 20~22cmで、ある。
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2. 踏褐色

しまりあり。

しまりあり丹



第4章調査の記録

[長軸方向] N-820
-E  

[埋土] 黒褐色 (10YR2/2)地山粒、地山ブ口ック、炭化物を含み、粘性あり。

遺物は、出土しなかった。

SK33土坑(第61図、図版22)

[検出位置] 1¥柾{55.56グリッド地山面で検出した。

[平面形。断面形] 平面形は細長い不整形で、断面形は逆台形に近い。

さ 235cm、幅64~80cm、深さ 17'""'--'24cmである。

[長軸方向] N-480 
E 

[埋土] 1 .黒褐色炭化物徴量、軽石粒。しまりあり。 2.黒褐色

炭化物少量。しまりあり。 3. 暗褐色心地山粒徴量。しまりあり。 4.

(lOY~3/2) 炭化物少量。しまりなしO 5. 暗福色 (lOYR3/3)炭化物、地山粒。しまり嘉

り。

[出土遺物] 遺物は、 しなかっ7こO

SK40土坑(第61図、図版23)

[検出位置] ]¥，1155グ1)ッj-:'地LL!商で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴に切られている。

[平面形 e 断面形] 平面形は円形、断面形は逆台形である。

[規模] 63cm X 67cm、深さ lO~13cmで、ある。

1.黒褐色 (10YR2/3) しまりあり。 2酋暗掲色 (10YR3/3)炭化物、

しまりあり。 3.掲色しまりあり。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

S K 4 1土坑(第61図、図版23)

[検出位置] MG55. 56グリッド地山富で検出した。

[平面形@断面形] 平面形はほぼ円形、断面形は不整形であるが、鍋底形に近い。

[規模] 52cm X 61cm、深さ 10~21cmで、ある。

[増土] 黒色 (lOYR1.7/1)地山ブロック、軽石粒混入。

〔出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

S IC 4 5士坑(第自国)

[検出位置] ]¥1159グリッド地山面で検出した。 SD62と重複しており、本遺構が新しい。

〔平菌形@断面形] 平面形は楕円形、断面形は逆台形である。

[規模〕 長戦128cm、短軸96cm、深さ21'""~25cmで、ある。

[長軸方向] N-IOo-E 

[埋土〕 黒褐色 (10YR2/2)地山粒、地山ブロック、軽石粒、擦を含み、粘性なし。
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第4章調査の記録

〔出土遺物] 遺物は、 しなかった。

SK46 (第61図)

h狂159グリッド地山間で検出した。

〔平面形@断面形] 平面形は不整円形、断面形は逆台形である。

[規模] 120cm X 125cm、深さ 13~15cmで、ある。

[埋土] 黒色 (10YR2/1)地山粒、 し、粘性なし。

遺物は、出土しなかった。

SK48士坑(第61図)

[検出位置] MG59 • 60グリッド地r1!面で検出したり

e 産IT面形] 子扇形は不整円形、断面Mは鍋底7ちである

東西方向120cm、南北方向136cm、深さ 8~'23cmである

黒掲色地111粒、

遺物は、出土しなかったり

SK49 (第62図)

MG60グリッド、地山面で、検i出し

本遺構が新しい。

号断面形〕 平面形は不整円形、断面形は逆台形である。

東西方向97cm、南北方向114cm、深さ 8~lOcmで、ある。

地山ブロック、

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK50土坑(第62図)

[検出位置] 1¥柾-I60• 61グリッド地山部で検出した。

と しており、

し、粘性なし。

〔平面形@断面形] 平面形は不整形。坑底には凹凸があり、断面形は不整形である。

[規模] 東西方向102cm、南北方向90cm、深さ1O~16cmで、ある。

[埋土] 黒褐色 (10YR2/2)地山粒やや多量、炭化物が混入し、サラサラしている。

SK51 

、。

LなかったG

1v1G61グリッド地山面で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴と

[平面形命断面形] 平面形は不整円形、断面形は逆台形である。

[規模] 東西方向122cm、南北方向96cm、深さ15---""'18cmで、ある。

[埋土] 黒褐色 (10YR2/2)地山粒、地山ブロック、軽石粒混入。

86 -
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第4主主 調査の記録

[出土遺物] 遺物は、 しなかった。

SK52 (第62図、図版23)

[検出位置] ME58グリッド地山間で検出した。

[平面形@断面形] 平面形は長方形。断面形は、柱穴様の掘り込みを除外すると台形に近

し、円

〔規模] 北東側180cm、南西側164cm、南東領U1l8cm、北部側1l4cm。深さ39，...___，43cmで、ある。

って溝と;柱穴様のピットが揺られている。それぞれに付した数字は、坑!氏か?こ』主、

らの深さである。

C長軸方向] N… 450-W  

l‘黒色 (10YR2/1)地山粒、地山ブロック、
。、
j

b
- 2. 福

色(lOYR4/心地山粒多量、地山ブ口ッ夕、様。

[出土遺物] 図化できなかったが、縄文土器片 2点、土部器翠胸部片 3点が出土した。

SK55士坑(第62図)

[検出位置] 地山面で、1vlH65グリッド杭を中心とする位置に検出した。 SD62と重複し

ており、本遺構が新しい。

〔平面形。断面形] 平面形は楕円形で、断面形は逆台形であるが、西側に浅い掘り込みが

伴う。

[規模] 長軸92cm、短軸79cm、深さ 20~29cmで、ある。西側の浅い掘り込みは、深さ 4 cmで

ある。

[長軸方向] N-740- E  

日壁土] 黒色 (10YRl.7/1)軽石粒混入し、粘性若干あり。

[出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

SK56土坑(第62図)

[検出位置] IvIE63 • 64グリッド地山田で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴と重複して

おり、本遺構が新しい。

[平面形@断面形] 平面形は細長い不正形で、断面形は逆台形を 2 たような形であ

。。

〔規模〕 長さ 208cm、幅60~84cm、深さ 12~19cmである。

[長軸方向] N-350-W  

1.黒色 (10YR2/1)軽石粒。 2.黒福色 (lOYR3/2)地山粒、軽石粒。 3.

褐色 (10YR4/4)地山粒多量、地山ブロック。 4.黒褐色 (10YR2/3)地山粒多量、地山ブ

ロック、炭化物。 5.黒燭色(lOYR2/2)地山粒。

Q
り

Q
O
 



第 1節検出遺構と出土遺物

S K58 S K61 

H=79.700m一一四

m
 

一H
U

日

voo 
n可
U一一

、

Slく59

S KP958 

H =79.500rn 

H =79.300m 

露出国 S K 58 • 59 • 61 • 64 

日叶
d口。



第 4章

S K6::: 

](74 

S K75 

調査の記録

¥ぐ
〈¥¥l

一 一 一 つ

ノヘv

S K65 

]((j6 

S K~j (j 

第62圏 SK 63 • 65 • 66 • 74 • 75 • 90 

90 -



第 1節検出遺構と出土遺物

[出土遺物] 遺物は、 しなかったO

SK58土坑(第63図、図版23)

[検出位置] MC65グリッド地山菌で検出した。

@断面形〕 平面形はほぼ南北に長軸を有する楕円形で、断E奇形は逆台形である。

〔規模] 長軸112cm、短軸92cm、深さ 51~55cmで、ある。

[長軸方向] N -10
0 

E 

1，黒掲色 (10YR2i3)地山対多量、軽石粒円;]ミソボソしているl) 2. 褐色

(10YR4i6)地山粒多量、地山ブロック、礁。

遺物は、出土しなかった。

SK59土坑(第63図、図版23)

[検出位置] MB缶、 IvIC65グリッド地山面で検出した。 と

し百本]夏構か白い。

[平面形容断面形] 細長し 断面形は逆台形である。

長さ 327cm、 i福102~133cm、深さ 15----26cmで宅ある。

N-820-W  

[埋士] ] .掲色 (10YR4i心地山粒多量、地山ブ口ック。 2.

サラサラしている。 1r-.._， 2震にか

出土 Lなかった。

(lOYR2il) 

SK61 (第63図)

MG62グリッドを中心とする地山面で検出した。

[平面形@断面形] 平面形は不整円形。坑底が水平でなく、北から南に傾斜している。こ

のため、断面形は歪んだ方形である。

東西方向117cm、南北方向165cm、深さ 42~68cmo

[埋土] 1.黒褐色 (10YR3il)地山粒やや多量、軽お粒、炭化物。 2. 褐色 (10YR4i4)

地山粒多量、地山ブロック、軽石粒、炭化物。 3. 黒褐色 (10YR3i2)地山粒やや多量、地

山ブロック。粘性やゃあり。 4. 稿掲色 (10YR3i3)地山粒やや多量。

G
 

J
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つ
、」『'刀14f

…
 

一回一，
J
'し

SK63土坑(第64図)

:rvIG62グリッド、地山面で検出した。

産~語形は、坑底に凹凸が認められるが、

近い。

[規模] 東西方向151cm、南北方向181cm、深さ 42~63cm。

1
1ムハロ



第 4章調査の記録

1.黒褐色 (10YR3/2)地山粒、炭化物。 2. 陪褐色 (10YR3/3)地山粒、軽

石粒。 3. 黒褐色 (10YアR2/2)地山粒、軽石粒。 4. 褐色 (10YR4/4)炭化物。 5. 掲

色 (10YR4/6)地山ブロック。

[出土遺物〕 遺物は、出土しなかったo

SK64土坑(第63図)

[検出位置] MA64グリッド地山首で検出したO

[平面形 e 断面形] 平面形は不整円形、断面形は鍋底形。

[規模] 86cm x 95cm。深さ 16------19cmo

地山粒、 炭化物を

遺物は、 ln土しなかった。

SK65士坑(第64図)

[検出位置] 乱心え65グリッド杭付近の地山鹿で検出した。

[平面形 e 断面形] 平面形は不整円形、断面形は逆台形であるの

[規模] 91cm x 97cm。深さ 17-~21cmo

[埋土] 黒褐色 (10YR2/2)

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK66土坑(第64図)

[検出技量] M A缶、 MB65グリッド地rlr面で検出したり

[平面形@断面形] 平面形は楕円形、断面形はも坑底が平坦でなく、不整形である。

[規模] 長軸155cm、短軸99cm、深さ 2，..___， 10cmo 

[長軸方向] N-830- E  

[一埋士] 黒褐色 (10YR2/3)地山粒やや多量に含むo

L出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

S K  74土坑(第64図、図版24)

[検出位置] ]¥柾162グリッド地山詣で検出した。

[平面形 e 断面形] 平面形は不整円形、断由形は鍋底形。

95cm x 109cmo さ31-----36cffio

[埋土] 1 .褐色 (7.5YR4/4)棟。粘性あり、しまり強。 2. 賠褐色 (lOYR3/3)諜

粘性、しまりあり。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK75土坑(第64図、図版24)

[検出位置] MC63グリッド地山商で検出した。中世の掘立柱建物跡柱穴 しており、
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第 4章 調 査 の 記 録

本遺構が古い。

〔平面形 a 断面形] 平面形は不整円形、断面形は逆台形と

[規模] 77cm X 91cm。深さ 6~12cmo 

[埋士] 黒福色 (lOYR2/3)磯少量。粘性、しまりあり。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかっ

SK78土坑(第65図)

される。

むたーし出検でソ
r

H
ノ

ζ
1
u
 

ζ
1
u
 

n
D
 

M
 

まfこ he 

L
T
ノ

E
U
 

埋SI71 

ており、 SI71より古い。

e 断面形] 断面形は逆台形で追うる。

長さ 194cm、幅40~64cm、深さ 58~69cmo

〔長軸方向J N-58口-VIi

[埋土] 1.時掲色軽石粒、炭化物徴量。粘性、しま与強口 i 

炭化物、焼土粒徴量。粘性あり、しまり強。 3. 梧掲 色地山ブ ロァク 。

粘性強、しまりなし。 4. 賠褐色 (lOYR3/4)諜徴量。粘性強、しまりなし。 5. 掲色

(10YR4/4)粘性あり、しまり強。 {J~掲色地山粒。粘性強、しまりなし。

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

SK81士一民:(第55図)

S173を調査中に、 rVf_E67グリッ 7
9
 

すム」 した。埋土上面

は、 SI73if，こより貼床がなさIlており、本〕亘構か向い。

[平間形@断面形] 平面形は不整円形、断面形は逆台形である。

[規模] 東西方向228c問、南北方向268cm、SI73床面からの深さ65cm。

[埋土] 1 .福色 (lOYR4/4) 地山粒、磯多量。 しまり強。 SI73貼床。 2. 黒褐色

(10YR2/3)炭化物少量、磯多量。粘性強、しまりなし。 3. 黒褐色 (lOYR2/3)炭化物多

量、操少量。粘性強。 4.褐色 (lOYR4/4)粘性、しまりあり。 5. 黒掲色 (10YR2/2)

地山粒、地山ブロック。

[出土遺物J S I73出土士師器と接合した65のほか、関化できなかったが、縄文土器片と

士郎器片が出したo その内訳は、 2 円

J 腕部13点、 3 

である。

SK84土坑(第65図)

〔検出位置] IvlC61 oo 62グリッド地山市で検出した。 SD80と重護しており、本遺構が古い。

[平面形@断面形] 平面形は不整円形、断語形は逆台形である。

[規模] 114cm X 134cm。深さ 40~42cmo

-94 



第 1節検出遺構と出土遺物

1. 炭化物少章、 地山ブロック。 し

まりあり。 2. しまりあり。

遺物は、出土しなかった。

SK90土坑(第64図)

〔検出位置 MG65'66グリッド地山面で検出した。

[平面形。断面形] 平面形は不整形、断面形は鍋底形。

さ 210cm、 Ipæi90~100cm、深さ ;:1~--l1cmo 

[埋土] (lOYR2/3) 炭化物少量。粘性あり。

しなかった。

S玄 93 図版13)

[検出位置] JVIB61ミ lvIC61グリッド地山富で検出しt.::..o SN77、SX7宮、 SD80と重複して

おりも も古いc

a 断面形] だ橋円形、断面形は鍋底形と推定される。

[規模〕 長軸237cm、短軸l05-----136cm、推定の深さ23cmで、ある。

[長軸方向] N -560-W  

[埋土] 暗褐色 (lOYR3/3)

[出土遺物] 遺物は、出土しなかった。

( 3 )焼士遺構

SN06焼土遺構(第66図)

[検出位置] MD52グリッド地山街で検出した。

[平面形。規模] 70cm X 120cmの規模の不整円形の掘り込みの中に、焼土がドーナツ状に

認められた。焼土範聞は、 64cmX 77cmで、ある。

[埋土] 最下層に炭の層があり、その上に焼土層が認められる。

[出土遺物〕 遺物は、出土しなかった。

土層注記 1 .黒褐色(10YR3/2)炭、焼土。しまり強。 2. 明寅掲色(10YR7/6)粘土。 3. 暗掲色

(7.5YR3/4)焼土、焼土ブロック。しまりなし。 4.赤褐色 (5YR4/6)焼土層。 5. 明褐色 (7.5YR5/6)焼土層0

6.黒詣色(10YR2/3)地山粒、焼土、炭。 7.援乱。 8.撞暗鴇色(7.5YR2/3)炭、焼土。しまりなしの 9.黒色

(7.5YR1.7/1)炭化物題。

SN07焼土j貴横(第66図)

[検出位置] MC53グリッド地山面で検出した。

[平面形 e 規模] 23cm X 25cmの不整円形の範囲l亡、焼土を検出した。焼土の下にはくぼみ

が認められた。くぼみの規模は、 60cmX 80cmの楕円形で、深さ17cmで、ある。底面は、焼けてい

なかった円
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S子 06，; 07 = 10 e 11 s 53 

、た状況がみられる。

しなかった。

土層住記 1.赤掲色 (5YR4!6)焼土層。 2.黒褐色 (10YR2/3)地山粒。しまりない 3.福色 (7.5YR4/4)

炭、焼土。しまりな Lo
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第 1節検出遺構と出土遺物

S N 1 0 

Iv1F56、lvlG56グリソ した。 S142と しており、

を少し絞ったよう さ217cm、

cmで、ある。 ト 長し、掘り込み されたり り〆〉

込みの探さは、西部jでlOcm、東に行くにしたがしゲ深くなり 30cmとなる。

ある

図イヒできなかったが、土部器翠胸部片 9 5 した。

土議註記 1.黒色 (lOYR2/1)軽石控室、焼土。粘性、しまりありご賠掲色 (7.5YR3/4)焼士、地111敦多量η

粘性、しまりありの 3.黒福色 (lOYR3/2)地山詮多輩、軽石、諜。 しまり強υ 4.暗椙色 (lO'lR3!3j軽石多量η

しまり強。 5.黒掲色 (lO'lR2!3)軽五少量、炭多量。粘性、しまりあり。 6.黒;墨色 (luYIミ3i2)軽石三:境土多量三

結説、しまりあり。 i. 明褐色 (7.5y"R5i6)炭、韓上。粘性ないしまりあり。

4EE--B4 
1ムN

 

〔
紅
、
い
)

夕、!)ヴ !人~k。

られた。 揺り 1;[:かっ7こO

1fh つ
よ

μ
ム江し

SN53 

]¥1E59、五在F59グリッド地山商で検出したコ

プランの掘り込みが認められミ長さ203cm、

に検出さ 70cmX にみられるが、

ドーナツ状になっており、中央部分には焼土が認められない。

した痕跡が認められる。

しなかった。

土層住記 1.黒褐色(lOYR3/2)軽石少量。しまり強。 2.果樹色(lOYR2/3)様、軽石。粘性、しまりあり。

3.赤褐色 (5YR4/6)焼土層。 4.黒掲色 (7.5YR2!2)焼土、様。しまりなし。 5.暗褐色 (7.5YR3!4)操、炭

徴量。粘性、しまりなし。 6.陪褐色 (7.5YR3!3)粘性あり。 7.暗褐色 (7.5YR3/3)炭多量、機、焼土徴量O 粘

性あり。

つ以
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P
A
r
-
-
0

4

一一一
一
U

/
L
P
1
3
 

ザ戸、
/ 

J

〈、、 る。 地山富でプランを検出した。

長さ41.95田、幅14"""'-'45cm、深さ5.9"""'-'13cmで、ある。

えると、本来の全長は、これを上回るものと推測される。

主車山手立、

出土しなかった。

ら地山までの深さを考
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調査区北西側、IvLL\~IvIDライ入 61~63ラインの間の地山富で溝状プラン

東西に弓なりに位置する。 SK84、SN77、SI44等と重複し、本遺構が最も新しL、。

さ 11.26m、幅32~68cm、深さ 8. 5~~ 15 .lcmで、ある。

(10YR2/2)探微量、地山粒少量含む。

遺物は、出土しなかった。

を検出し

[規模]

[樫土]

[出土遺物]
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第 1節検出遺構と出土遺物
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第 2節 i立構外出土i立物

2節 遺構外出土遺物(第69• 70図、図販制

遺構外から出土した遺物の内訳と点数は、縄文土器31点、石器剥片69点、土師器658点、須

恵器 5点である。土器は、小破片が大半を占め、磨滅が著しかった。これは、特に縄文土器に

ついて顕著であった。

出土地点は、縄文土器の大半が、調査[~jヒ半で出ことしており、 MI64、 ME67グリッドに若干

く認められる。石器片は、 53ライン以北で、!Tf土しており、 lviI64" 65グリッドに多く

られる。土師器は注調査区のほぼ全域に出土し、特に:rVII65グリッドに集中している。

は、調査区南側に 1点、その飽は北半に出土している

以上のように、J'v1164• 65グリッドに集中する鱈向が認められるがちこれは北側から小さな

沢がこの部分に入ってきているため、そこに流入したものと考えられるつ

83は、 JVII65グリッド第II膚中出土の士富市器墾である。底部中央部に砂粒が付著している 0

84は、 MG59 グリッド第 II層中出土の関西系鋭利土瓶の底部片である。年代は、 18~19 !it紀。

85は、 IVIA62グリッド第II層出土で、縦長の剥片の恋側縁に調整を加えている。 86は、 MC62

グリッド第II震下部出土の石箆で、両面に大きな剥離を行ったのち、縁辺に細かい調整を加え

ている。 87はも 11158グリァド第 Z層出土で、主要剥離面の背面縁辺に細かい調整を加えてい

る。 88は、調査区南東側で表面採集されたもので、両側縁に細かい調整が施されたものである。

89は、ち任{58グリッド第II層出土の礎石器で、棒状の先端部と側面部に擦った面が認められる。

90は、五右主64グリッ II層下部出土の砥石である。 6つの面すべてを使用している。
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第 5主主 まとめ

5章まと め

1 .餌釣遺跡で、の遺構検出ノミターンと遺構の帰属時期

りの遺構が検出されたのであるが、竪穴住居跡等の時期を特定できるものの

ほかに、遺物がほとんど出土せず、時期の特定ができない遺構、特に土坑が多数検出された。

るにあたって、いくつ パターン令指議することができる。

を推到することが可能となったり

パターンは、以下のよう きく 3つ ることができる。

パターン il~ : 

D
D
 

h
日

FF

しし てコノ ~t マ¥っしし、。

パターンC:

以上の 3パターンのうち、

つくるにあたって、

らわかる場合

されるのは、 B⑦のパター γで為る。

していたことが明らかになっ

用いている。したがって、中世とそずこO にあたっては、

Jれよりも新しし ノ
¥、

であゥた。 フ 地山と

降の遺構を調査していて、その掘り方がはっきり出なかっ

ターンで検出された遺構は、以下のものである。

S 1 31 34 37 38 42 71. 73 91. 92 

S K 14⑧ 35 70 89 90 

したがって、これら

支」 このパ

、時期かそれ以前ということにな

での②
 

o

n

D

 

ブ
ハ
V

より されているものとしては、

7J" (ji) {)。

より、切られているものは、

S K 78窃 81• 83 85窃 87.88荷台3

B①のパターンで、

S 1 31 

S K 15. 40 51 59吻 75

SN 36 である。

B①のパターンで、中世ーの撮立柱建物跡柱穴を切っているものは、

4
2
4
・

n
V
 

1
3札
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S K 54.69.94 

S N 08.36 

+U" 
SD 60 

SIく09-12-13吾13

27'28.41窃45

46-48-/i9.50 

55.58 

S N 06.07-10"11 

S D 62-80 
近

現

SN08 

B①のパターンで、 より、切られているものは、

SN  7'7 

B①のパターンで、 ってつくら より切られ

ているもの

S K 54 94 

パターンAのものは、

S 1 04 44 -67 68 

S K 09. 12 • 13 • 18 • 2'7 . 28 • 33 • 41 • 46 • 48 • 49 • 50 • 55 • 56 • 58② 69. '74 
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第 5主主 まとめ

S N 06. 07 • 08 • 10 • 11 • 36 

S D 60. 62 • 80 である。

パターン Cのものは、 S157である。

以上を一覧表にしたものが、第 2表である。

Uこ、 S1 44 • 91 • 

係につし、て、触れておきたい。ま

およびこれらと している SK 83 • 85 • 87 • 88との関

S 144を最初に検出してお

.， • 

f工、 S1 

しさらに S191合理めていることからちこれが;最も新しい持識のものである。ま

とS191埋士出土漬物が詩合していることから、 S144に先行する

S 191ということになる。 したがって" S 191， S 1 

との関係であるが、 S191理土中出土漬物と S している。

S 191埋土はミ S144をつくる した土で司あり、 S191理士は自 と推j揺される

られないことから、 S144はS191廃棄後ほとんど時間を経ずしてつくられたも

のと思われる。 以上から、 SK85は、 S144構築時には関口しており、さらに S191と同時期

のものと推測される。 SK87についても、本土坑出土遺物と S144貼床出土遺物が接合してい

ることから、 S豆85と向様に考えてよいものと思われるったお、 SK83 • 88につL、ては、 S1 

44より古いことは明らかであるが、少なくとも S1但と同時期か、それより古いかのどちらか

であろう

J 
} 駒

J--
仁一 について

( 1 )遺構について

平安時代の遺構には、竪穴住居跡、土坑、焼土遺構がある。ここでは、竪穴住居跡について

述べてみたい。竪穴住居跡は、全部で 8軒検出された。 8軒のうち、 S144を除いては、人為

的に埋め戻された竪穴住居跡であった。このため、地山富でプラン確認が可能であったのは、

S 144のみであった。残りのほとんどの竪穴住居跡は、中世の掘立柱建物跡柱穴を調査中に、

り方が明確でなかったことから、初めて存在が明らかになったのである。ここでは、

いくつかの点について、竪穴住居跡の特徴を浮き彫りにしてみたいの

と立地7 調査i幻主、東西に長い舌状の台地の某部に近い部分に為弘北側及び南側

には沢が形成されている。竪穴住居跡は、調査i互のほぼ全域に分布しているが、台地基部によ

り近い東側で希薄になる傾向が認められる。 S137， 44.幻想 92，73については、台地の縁辺

に立地しており、その他は、台地中央に寄る傾向がある。

〔主軸方向] 920.~1330 の間にすべて納まる。 900 が真東となるので、東から南東にかけて

を向いていることになる。

ρ

。
八
日
v

守

2
2
市



S 171を除いて、方形のプランの棋に主柱穴を配置している。

るのは、 S137と42である。 37は、 4 カマド部分と南側の一部を除いた

壁際に認められ、 42は、カマドを付設する東側壁際にのみ認められた。

[貯蔵穴] S 1 34 42. 73の3軒に認められた。このうち、 2軒についてはカマド右脇に

いる。また、 SK85 @ 87として調査した士坑が、 S191の貯蔵穴であった可能

性がある。

[カマド] 付設される また

られた。

られ、 られるものは

られる。

よ〆

S 142零 4L1= 91~コ 3 つい

ほとんどなl'0 S 1 92を除き、かならず中央から右ないし

S 142と7Hi，中央からお寄りに、飽の 5軒は中央から左寄りに位置する。カマド

より近いコーナーからの距離の関採をみると、付設された壁の長さのないしの距離をコ

ナーからとって、設けていることがわかる。但し、 S144については、からの距離となっ

てし、る。

カマドのっくり方は、遺存が極端に悪い S173 幻命 92を除いて、芯材に自然、石を組み、地

山土を主体とした土をそれに肉付けしたものと推測される。 S173は、火床部分を一度掘り、

エ四 している。

れた時期] 埋土の堆積が百人為的なものが多いこと。さらに、この人為堆積が、中

(例えば掘立柱建物跡、等)をつくるにあたり行われたとみるほうが自然であることか

ら、中世に近接した時期を想定することが可能である。

( 2 )平安時代の土器について

出土土器は、土師器i不e 護 e 鏑@把手付土器、 ぉ護である。

土師器杯は、ロクロ成形とそうでないものに分けられる。ロクロ成形のものは、底部の切り

離しが回転糸切り無調整、非ロクロのものは、体部にケズリ調整を施す。内面を黒色処理した

ものは、両方に認められる。土師器警は、ロクロ成形のものは認められない。内面は、ナデ調

整。外簡は、体部にケズリを行った後、口縁部に横ナデを施すものが多い。土師器鍋は、 S1 

34カマド出土 l点で、ロクロ成形後、下部にケズリ調整を行っている。底部に砂粒を付着させ

るいわゆる「砂底Jの土師器は、 11点出土している。出土地点の

グリッド) 1点である。遺構内は、 S142は点)、 S144 (1点)、 S173 (4 

S 191 (1点)である。器種ごとの内訳は、杯 1点、警10点である。付着のしかたで、は、

言点、平底の中央部 2点となっている。遺構内出土の「砂底」の土師器のほとんどは、その違

うものでなく、人為堆積土中からの出土である。 1点のみ、 S144カマド支脚として転

用されていた。 S 173理土中から 1点のみの出土である。
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第 5章 ま と め

、てはロク口成形である。

このうち、 うと る となると、

ある。主に、カマド出土の土器が、これにあたると

それに先行するものとなるが、

られる。そして、貼床内から

また

した

ら

れなし

以上のことから、 8 まれ ないであろうが、 8

ム、
j主 まれたものでなく、 SI 92~Þ91 -~L14l~ 写う てし、たこと。

らJれることから、 五

、r
f

qJ 

丸山

のと推im!される υ

3. 中世:の遺構について

されたのこのうち、 S167はも長り出し 、-h石

号、一一屯ム

μプ。
、あり

と

68をみると、出入り口とJ昔前iされる張り出

されたものぁる。 明らかな S104 31 

し、炉またはカマ Fをもたない。さらに、

れている、という きる。 S 

S 31 e 
j.. -プ

dコ心。 ハターンでみると、 S10，，1 : 68はパターンA、

ブ
ハ
U

永
山一、

/
μ吋ノ口、おふふ

寸
a
i

η
J
 

TZ-'ム
F
3
 

をみると、 S104 • 68はほ あり， S 131はその 4

島るが、 SI 
ず
(
1命中め ランの 41鴇と

f-')やや内'(ffJJ と並んでおり、

されるとともに、 S1 

J
も られる。1;1、上のように、 ほか

も認められる。また、 パターンから、

S 131 、時期に営まれたものと推測される。

とした SN08 36は、東北地方北部の中世城館跡で、検出される、いわゆる「かまど

である。

の可能性がある。

た SNIOは、煙道部が認められなかったが、 「かま

されている 妻の神田、 四十

ある。

きた。そ を山地から切り

ように、 るものと推測さ Jれる。

4. 餌釣遺跡の変遷と性格につし、て(第71図)

餌釣遺跡は、
、
十
品でま

と
つ
ノ と平安時代に営ま ると られてい

た。そのことはまちがし、ではなかったが、本遺跡が中世にも営まれたことが初めて明らかになっ

きい。
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第 5主主 まとめ

縄文時代における餌釣遺跡は、その様相に不明 、刀為、

測される。 占める よりがみられることから、

に広がっている可能性がある(第 I期)。

らなる と推

り

その後、しばらくの間利用されない時期があり、平安時代になり として利用される

わけである(第百期)。検出ノミターンから、 S1 

と推測される。この後、

も新しい時期のもの

されて、掘立柱建物跡柱穴、竪穴建物

さJれる。 S13日主、

144とS131とは、

も最も古い持議の遺構と考えられるから、 S

していたと推測される。とすれば、 S131のような竪

穴建物跡の構築時期が、 までさかのぼることも考えられる。この S131を場めても

る時期へと移るわけである¥閉山刑/ 0 

12-~ 13i:!t*己と若干時間中高があるのでも掘立柱建物i習と

していたのかは、

中世における

性格、北西約O.5kmに位置する
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「浪岡域跡四J
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、うと、館跡ということになる。しかしながら、そ
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あとがき

調査を振り返えると、遺跡に通じる細くて急な山道を、毎日ロー・ギアで登ったこと。調査

区の傍ちに忽然、と姿を現した日本カモシカに、作業の手を止めて、見入ったことなどが思い出

されます。平成 2年の夏は、非常に暑い反面激しい雨の日が多かった。そんな中、作業に従事

してくださった方々の御苦労に、深く敬意、を表します。

また、整理作業においては、限られた期間の中で、遺構図面のトレース、土器の復元@実測

等を終えなければなりませんでした。てきぱきと仕事をこなしてくれた整理作業員の方々に、

感謝致しております。

[発掘作業従事者]

安藤一二 安彦梅春 泉掠太 太田稔 亀井勝次 木田権政

斎藤幸= 斉藤由松 佐藤長蔵 佐々木正年下山良治 中村藤二郎

長岐由松 鳴海志恵蔵畠沢義男 福士隆一 古川善次郎細田昌史

松尾紀一 武藤恒夫 山本喜代一渡部定之 渡辺貞一

安藤ハル 今村光子 佐藤タネ 下山キヌ 相馬ウメ子高松ミワ

中西レツ 成田ユキエ 畠山チエ 畠沢キミエ 畠沢ミサ 藤岡敏子

松岡てるえ 山口マツエ 山内和子 山内幸子

[整理作業従事者]

伊藤昭彦 大西英子 佐藤せい子高橋早百合本間美智子町田京子
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